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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万か所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史を生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よって止むを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、胆沢ダム建設事業大平野地区に関連して、平成22年度に発掘調査された奥州市胆沢区

大平野Ⅱ遺跡の調査成果をまとめたものです。

今回の調査により、縄文時代中期後葉の竪穴住居跡をはじめ、土坑や土器埋設遺構、焼土遺構、柱

穴などの遺構が検出されました。このほか、縄文時代の早期から晩期に至る各時期の土器や石器など、

多くの貴重な遺物が出上しました。今回の調査成果は、周辺地域に暮らした人々の過去の様子を明ら

かにする上で、貴重な資料となるものです。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所、奥州市教育委員会をはじめとする関係各位に深く感謝の

意を表します。

平成24年 3月

公益財団法人 岩手県文化振興事業団

理 事 長   池 田 克 典



例   言

1 本報告書は、岩手県奥州市胆沢区若柳字大平野 1-1ほかに所在する大平野I遺跡の発掘調査成

果を収録したものである。

2 本遺跡の調査は、胆沢ダム建設事業 (大平野地区)に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手県教

育委員会事務局生涯学習文化課と国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所との協議を経て、

(公財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3 岩手県遺跡台帳における遺跡番号は「N E30-2300」 、遺跡略号「ODN-10」 である。

4 発掘調査の調査面積・期間 。担当者は、次のとおりである。

調 査 面 積 :7,300だ (ト レンチによる終了分を含めると、73,000∬ )

調 査 期 間 :平成22年 4月 12日 ～ 9月 30日

調査担当者 :ナ H又 晋・小林 弘卓

5 室内整理の期間と担当者は、次のとおりである。

整 理 期 間 :平成22年 12月 16日 ～平成23年 3月 31日

整理担当者 :ナ H又 晋・小林 弘卓

6 野外調査における委託業務は、次の機関に委託した。

基 準 点 測 量 :株式会社南部測量設計

航空写真撮影 :東邦航空株式会社

7 室内整理における委託業務は、次の機関に委託した。

石材鑑定 :花尚岩研究会

石器実測 :株式会社アルカ

8 本報告書の執筆は、 I章 を国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所、工～V章を川又・小

林が分担した。報告書の編集・校正は、川又・小林が行った。

9 本遺跡の調査成果は、調査概報、当センターホームページ等で概要を報告しているが、本書の内

容が優先するものである。

10 本遺跡の調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。



凡   例

1略 号

過年度の調査を受けて、遺構名は混同しないように101番から順に付すこととした。過年度までは、

「○号竪穴住居跡」、「○号土坑」といった表記であったが、実測や遺物の取り上げ時等における諸般

の業務を簡略化するために、アルファベットによる略号化を図つた。今回の調査で使用 した遺構略号

は以下のとおりである。

SI:竪穴住居跡、SF:土器埋設遺構、SN:焼土遺構、SK:土坑、P:柱穴

また、図幅中で使用した遺物略号は以下のものである。

RP:土器、S:石器または自然石

整理時に過年度調査と同様の遺構名に変更することも考えられたが、今後資料として活用される際

の混乱を避けるため、今回は調査時の名称のまま報告することとした。ご了承いただきたい。

なお、調査時には遺構番号を付したものの、その後の過程で遺構として認定されなかったものにつ

いても、再度その番号を付すことはせず欠番とした。久番となった遺構名は以下のものである。

S N103、  S K119。 120。 123'124・ 129

2図 版

(1)遺構図版

遺構図版は、竪穴住居跡・土器埋設遺構・焼土遺構 。上坑・柱穴の順で種類毎、番号順に掲載した。

遺構図版の縮尺は以下を原則とし、各図にスケール・縮尺を付 した。

竪穴住居跡の平・断面図 :1/40、 土器埋設遺構の平 。断面図 ■/20、

焼土遺構の平・断面図 ■/20、 土坑の平 。断面図 :1/40、 柱穴の平面図 :1/80

層序を示す数字は、基本層序には I～ Vな どのローマ数字、遺構埋上には 1～ 5な どのアラビア数

字を用いた。

(2)遺物図版

出土遺物は、縄文土器、剥片石器、礫石器がある。縄文土器は、遺構内・遺構外の各区域に分け、

時期ごとに分類した上で、掲載番号を振った。石器は、種別ごとに分けたものを出土地点・層位 (上

→下)に より並べ替え、掲載番号を振った。遺物図版は、掲載番号順に作成してある。

遺物図版の縮尺は以下を原則とし、各図にスケール・縮尺を付 した。

縄文土器 i1/3、 石鏃 :2/3、 その他の剥片石器 :1/2、 礫石器 i1/3

図版中に網かけを使用している場合は、個々に凡例を示している。

3表
掲載遺物にはすべて観察表を付した。観察表内の ( )内 の数値は残存値、<>内数値は推定値であ

る。

4 写真図版

(1)遺 構 写真 図版

遺構写真の掲載順は、本文や図版に概ね従うようにした。写真の縮尺は不定である。

(2)遺 物写真 図版

遺物写真図版は、掲載番号順に作成してある。各写真の大きさは、図版と同一縮尺になることを基

本として編集した。
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調査に至る経過

大平野Ⅱ遺跡は、「胆沢ダム建設事業」に伴い、その事業区域内に位置することから、発掘調査を

実施することとなったものである。

胆沢ダムは、北上川右支川胆沢川に建設中の堤体高 132m、 堤長標高 723m、 総貯水容量 1億 4,300

万だの中央コア型ロックフィルダムであり、́その目的に洪水調節。河川環境保全等のための流水確保・

かんがい用水・水道用水・水力発電を有する多目的ダムである。

胆沢ダム建設事業は、平成 2年 5月 11日 に「胆沢ダムの建設に関する基本計画」が官報告示されて

建設着手し、その後平成12年 6月 14日 に基本計画変更が官報告示され、事業費及び工期改定を行い現

在に至っている (当初工期 :平成11年度→変更工期 :平成25年度)。

埋蔵文化財の取り扱いについては、事業に先立ち昭和58年 10月 に建設省 (現国土交通省)新石淵ダ

ム調査事務所 (昭和63年 4月 に胆沢ダムエ事事務所に組織改正)か ら、ダム事業区域内における埋蔵

文化財の有無を岩手県教育委員会に照会し、周知地区864,000だ、可能性有地区490,000ど を確認した。

その後は、水没面積 4,400,000だ を含む事業区域内における埋蔵文化財の包蔵地について、毎年度、各

工事の実施に先立って岩手県教育委員会との協議を行いながら、計画的に調査を実施してきていると

ころである。

胆沢ダム建設事業に関する大平野Ⅱ遺跡の埋蔵文化財調査は、ダム建設に伴う付替市道尿前槻木平

線の道路工事に必要となる盛土材の採取地や受入地などで、必要な区域 (約221,000ゴ )を実施するこ

ととし、平成17年 3月 25日 付け国東整胆調設第56号により、胆沢ダムエ事事務所長から岩手県教育委

員会に試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会が平成 17年 5月 30日 ～ 7月 29日 にかけて試掘調査を実施した結果、

遺構密度は疎らではあるが、広範囲にわたって縄文時代前期と縄文時代後期の集落跡が確認されたた

め、当該区域について平成17年 10月 3日 付け教生第1005号 にて「発掘調査が必要」である旨、胆沢ダ

ムエ事事務所長に回答があった。

この回答に基づき岩手県教育委員会と協議し、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

に委託して発掘調査を実施することになったものである。

(国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所)
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第 1図 遺跡位置図

下尿前 Ⅱ遺跡



遺 跡 の 環 境

遺 跡 の 位 置

大平野Ⅱ遺跡は、奥州市胆沢区若柳字大平野に所在 し、奥州市胆沢総合支所の西方約18km、 石淵ダ

ムの南西約 4 kmlこ 位置する。地形図上では、国土地理院発行の 1:50,000地 形図「焼石岳」図幅に含まれ、

北緯39度05分34秒、東経140度52分05秒にあたる。

2周 辺 の 地 形

奥州市胆沢区の西部、秋田県境付近には奥羽山脈があり、標高 1,000m級 の山々が南北に連なる。

ここに源を発した胆沢川が東方に流れ、広大な胆沢扇状地を形成しながら、同市水沢区にて北上川と

合流する。胆沢川上流域には、胆沢川の支流である多数の小河川が山間地を縫って流れ、その中で最

大の規模を持つ前川は、複数の河岸段丘を形成し、石淵ダムのダム湖西側で胆沢川と合流する。

本遺跡は、前川によって形成された河岸段丘上に立地する。前川は本遺跡の南東側に接 し、】ヒ東方

向へと流れている。また、本遺跡の北西側には丘陵があり、北東から南西方向に延びている。丘陵と

前川に挟まれた細長い平坦地のほぼ全体が遺跡の範囲であり、その規模は、幅300m、 長さ1.2km、 面

積およそ 270,000ポ に及ぶ。遺跡内は南東向きの緩斜面で、小寒沢など複数の小河川が丘陵から前川

へ向かって流れている。標高はおよそ358～375mである。遺跡の南東側には、若柳林道 (市道尿前槻

木平線)がほぼ一直線状に延びている。

遺跡北側の山中には、かつて「仙北街道」と呼ばれる古道があり、奥羽山脈を越え秋田方面へ至る

道のりとして、近世頃まで主要な役割を果たした。また、遺跡から南側へ約 2 km進んだ渋民沢地区に

は鉱山があり、中世末のキリシタン関連の文書の中にも記述されている。鉱山は数度の休坑期を挟み

ながらも、戦前まで操業されていた。大正時代末にはこの地区に営林署の製材所が建設され、材木を

水沢方面へ運搬する森林鉄道も敷設された。石淵ダムが完成したのは昭和28年で、その後鉄道は廃線

となり、橋脚部の残骸だけが前川沿いに点々と残る。

遺跡範囲内には「鹿の里」という観光施設が存在した。昭和47年にこの建設工事が行われた際、ブ

ルドーザーによる整地作業中に縄文晩期の上器と炉跡らしき配石 (石囲炉か)力S確認され、胆沢町教

育委員会により応急調査が実施されている。

「鹿の里」は開業後数年で開鎖され、その後は人の手が加えられることもなく、遺跡内は広大な荒

地と化した。山莱採 りなどを目的として訪れる人は時折あったようだが、胆沢ダムエ事開始に伴い石

淵ダムゲートより西側の区域は一般者の進入が禁止となり、調査中は工事関係者以外の姿は目にする

こと力Sで きなかった。

3周 辺 の 遺 跡

本遺跡の周辺に位置し、岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡について概略を述べる。番号は、第

1図に示した遺跡の番号である。ここで示したもののうち、発掘調査が行われたものはすべて胆沢ダ

ム建設事業に伴い当埋蔵文化財センターが調査したもので、報告書が干U行 されている。
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3 周辺の遺跡

1 大 寒 沢 遺 跡

2 大平野 I遺跡

3 迎大平野遺跡

4 平根原 I遺跡

5 平根原Ⅱ遺跡

6・ 7 下嵐江 I

8 下嵐江Ⅲ遺跡

9 坪 渕 I遺 跡

10坪 渕 Ⅱ遺 跡

li坪 渕 Ⅲ遺 跡

12谷 子 沢 遺 跡

i3尿 前 I遺 跡

14尿 前 Ⅱ遺 跡

15 下尿前 I遺跡

16 下尿前Ⅱ遺跡

17旧 穴 山 堰

平成14年登録、詳細不明。

縄文土器の散布地として登録。

平成14年登録、詳細不明。

平成21年 に、遺跡範囲の西端部分 12,000だ を調査 した (報告書第571集 )。 この調

査において、遺構 。遺物は確認されなかった。縄文土器の散布地として登録され

ている。

縄文土器の散布地として登録。

・ Ⅱ遺跡

胆沢川と前川の合流点付近に位置する。平成 19～21年度に 10,200ゴ を調査した。

後期旧石器時代の石器集中区をはじめ、縄文時代の竪穴住居跡や縄文土器、近世

の掘立柱建物と陶磁器などを確認している。 (報告書平成24年度刊行予定)

縄文土器の散布地として登録。

縄文土器の散布地として登録。

前川左岸の河岸段丘上に立地する。平成 19年 に5,029だ、平成 20年 に2,000∬ を調

査した (報告書第554集 )。 近・現代の墓壊が多数確認された。縄文時代の竪穴住

居跡、縄文土器なども確認されている。

縄文土器の散布地として登録。

縄文土器の散布地として登録。

縄文土器、石器の散布地として登録。

平成 9年にA地区8,800だ (報告書第 288集 )、 平成 ■年にB地区 7,500だ (報告書

第343集 )を調査した。藍穴住居跡 (縄文早～前・後・晩期)、 焼土遺構 (縄文早

～前期 )、 土坑 (縄文後 。晩期)、 土器埋設遺構・集石遺構 (縄文後期)、 溝跡・

段状遺構 (近世以降)な どの遺構、縄文土器 (早～前 。中～後 。後・晩期)、 円

盤状土製品、石器などの遺物が確認された。

平成 5～ 7年に、18,000だ を調査した (報告書第 252集下尿前Ⅱ遺跡として報告)。

竪穴住居跡 (縄文時代中・後期、平安)、 配石遺構 (縄文後期)、 土坑 (縄文中・後・

晩期)な どの遺構、縄文土器 (早
。前 。中・後・晩期)、 弥生土器、土師器、中・

近世の陶磁器、銭貨、石器などの遺物が確認された。

平成 8年に調査 した (報告書第269集下尿前Ⅳ遺跡として報告)。 調査面積は8,000

�である。土坑 (縄文・弥生)、 焼土遺構 (弥生)、 炭窯 (近・現代)な どの遺構、

縄文土器 (早 。前・中末～後初)、 石器 (草創期・有舌尖頭器)、 弥生土器 (後期)

などの遺物が確認された。

近世に構築された堰である。平成10年 に調査した (報告書第311集 )。 平堰、穴堰、

余水吐、石積み、水門、水門遮水板を確認した。
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Ⅲ 調査・整理の方法

1野 外 調 査

平成18～ 21年度の調査概要

平成18～ 21年度まで、4か年にわたり調査が行われている。この調査成果の詳細については、報告

書第576集 を参照して頂きたいが、概要のみ示すと、次のようになる。

遺構は、縄文時代のものが、竪穴住居跡 9棟、竪穴住居状遺構 3棟、土器埋設遺構 3基、土坑84基

(時期不明含む)、 焼土遺構21基 (時期不明含む)、 集石 1か所で、古代～近・現代・時期不明のものが、

掘立柱建物跡 l棟、炉跡 (カ マ ド状遺構)17基、焼土等廃棄遺構 5基、柱列 6列、炭窯 3基、溝 5条、

柱穴状土坑88個である。

遺物は、縄文土器 (早・前 。中・後 。晩期 )、 土製品、石器、石製品、弥生土器、古代の土師器、

中世の上師質土器などが出上している。

(1)調 査 方 法

概要

平成 22年度の調査対象範囲は、遺跡の西側 73,000ゴである。この範囲について、まず トレンチによ

る試掘調査を行い、遺構・遺物の有無を確認した。そして、遺構・遺物の分布範囲をある程度絞り込

み、その周辺部を面的に表土除去し、本調査を行うという方針である。当初の調査対象面積は 7,300

ゴとなっているが、全面積73,000どの 1割である7,300だ はトレンチを開けて確認する、といった意味

合いである。

試掘したのはトレンチ 117か所で、8,754だ である。このうち、拡張して表土除去を行ったのは3か

所で、調査区東端 (A区 4,312� )、 調査区中央山側 (B区 4,885∬ )、 調査区中央谷側 (C区 1,493だ )

の計10,716だ である。

試掘

平成 16。 17年 には県教委生涯学習文化課による試掘調査が行われており、今回の調査における試掘

にあたっては、その成果を参照した。生文課の試掘では、主に北西～南東方向にトレンチを設定して

いるため、今回の試掘では、基本的にこれと直交する北東～南西方向にトレンチを設定し、生文課に

よるトレンチと重ならないようにした。試掘作業は、バックホー (o,7ゴ)で行った。 トレンチの幅は、

バックホーのバケット幅と同じ2mで、 トレンチの方向や長さは、調査地点の地形に応じて適宜変え

ている。

バックホーにより掘削したトレンチは、人力でクリーニング作業を行い、遺構・遺物の有無を確認

した。遺構の可能性がある黒い染みを確認した場合は、適宜、半裁やサブトレンチ等を入れたりして、

遺構となるかどうかの判断を行った。

表土除去 。遺構検出

試掘作業が進み、ある程度遺構・遺物の分布状況が判明した所で、バックホーにより面的な表土除

去を行った。表土除去を行ったのは、上述の3か所である。表土除去は、基本的にⅢ層 (褐色土)上
面までとしたが、工層 (暗褐色土)に遺物が含まれる地点については、工層上面までとしている。表

土除去に伴い、り,上の移動が必要となるため、状況によりもう1台バックホー (0.45ゴ)や キャリア
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Ⅲ 調査・整理の方法

ダンプ (6t)を使用 した。

重機による表土除去後、人力で遺構検出作業を行った。

基準杭打設・グリッ ド設定

委託 した測量業者により、実測作業の基準 となる基準杭を6点打設 した。調査の進捗に合わせ、 2

回に分けて行っている。基準杭の座標値は第 4・ 5図 に示 した。

グリッドは、今年度調査区を含めた遺跡全体をカバーするよう、第X系座標に沿う形で、平成18年

度調査時に設定 している。大グリッドは 50× 50mで、グリッド原点 (X=‐ 100,600m、 Y=2,300m)

から南に向かってA・ B… S、 東に向かって I・ Ⅱ…XⅨ と区切 り、AI・ AI… SXⅨなどと表記

する。これをさらに100分割する 5× 5mの小グリッドを、】ヒ西隅から順に 01・ 02・・・100と し、大小の

グリッドの組み合わせで、「A101」 「S XⅨ 100」 のように表記される。グリッドの表記については、

第 3～ 5図 を参照して頂きたい。

遺構名登録 。遺構精査

遺構名は、遺構種別を示す略号と、精査順を示す番号の組み合わせで表記した。用いた略号は、竪

穴住居跡 :SI、 土器埋設遺構 iSF、 焼土遺構 :SN、 土坑 :SK、 柱穴 :Pである。平成21年度

までの調査遺構と混乱のないよう、遺構番号は101か らとし、S1101～ 、S K101～、P101～ とした。

遺構精査の方法は、土坑・柱穴など規模の小さい遺構は2分法、竪穴住居跡など規模の大きい遺構

は4分法を基本とした。

写真撮影・実測・土層注記

埋土の断面を観察し、断面写真撮影・断面実測・土層注記を行った。土層注記は『新版標準土色帖』

(2006年版、小山正忠・竹原秀雄著)を用い土色、締まり、粘性、混入物を記録した。土層を記録した後、

完掘写真撮影 。平面実測を行った。

写真撮影は、一眼レフデジタルカメラを使用した。実測作業は、断面実測では手書きによる従来通

りの手法で行い、平面実測では、電子平板を使用した。

粗掘 。遺構外遺物の取り上げ

検出・精査の過程で、地点によつてはⅢ層中にも遺物が含まれることが判明した。そのため、遺構

精査と平行して、Ⅲ層の掘 り下げ作業も行うこととした。

この粗掘作業により、Ⅲ層中に含まれる遺物を回収し、掘 り下げ後のⅣ層上面では、確認のため再

び遺構検出を行った。

遺構外遺物の取 り上げに際して、本来であれば上記で設定したグリッドを用いて出上位置を記録す

るべきであったが、調査対象範囲があまりにも広いことからグリッド杭の設置を省略したため、遺物

の取り上げ時には、区域名と大まかな位置 (A区東側、B区山側西など)と 層位 しか記録しておらず、

出上位置の記録は大雑把なものとなっている。

(2)調 査 経 過

【4月 1 12日 に資材を搬入し、調査を開始した。当初の登録作業員は24名 である。調査開始時、調査

区内にはまだかなりの残雪 (平均50cm程度)があり、そのままでは試掘も行うことができない状

況であった。このため、バックホーとともに除雪作業用のブル ドーザー(3t)を 搬入し、昨

年度調査区や現場事務所に近い調査区東端付近から除雪作業を開始した。ある程度除雪が進ん

だ所で、バックホー (0,7� )に よる試掘調査を開始した。バックホーによる試掘を追いかける

形で、作業員によリトレンチのクリーエング作業を行った。26日 、 1回 目の基準抗打設を行う。
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1 野外調査

27日 、ブル ドーザーを搬 出 した。

【5月 】 試掘作業は調査区の西側へ向かって徐々に進めていたが、東端周辺部の トレンチで遺構 。遺

物がある程度確認できたため、試掘作業を一旦中断し、東端周辺部の拡張を行い、この区域を

A区 とした。連休明けに雪はだいぶ少なくなったが、調査区の随所に木が植生しており、そ

のままでは試掘作業の妨げとなる状態であったため、除雪と同時にこのような雑物の撤去作業

も行わなければならなかった。重機は、 5月 中旬まで2台が同時稼働 し、 1台 (0,7ゴ )は試掘、

もう1台 (0.45だ )は雑物撤去や残土処理を行った。25日 、バックホー0.45ど を搬出した。重機は、

A区の表土除去終了後、試掘を調査区中央付近まで進め、作業員により確認作業を行った。調

査区北東側でしばらく遺構・遺物のない状態が続いていたが、中央付近に来て再び遺構 。遺物

が確認され始めた。

16月 】 重機は調査区中央部の拡張を行い、これをBoC区 とした。 7日 、表土除去に伴い排土の移

動が必要となったため、キャリアダンプ(6t)を 搬入した。 3日 、実測要員補充のため作業員

を 1名増員した。作業員はA区の精査に着手しはじめた。

【7月 】 BoC区の表土除去終了後、バックホーは調査区西側の試掘を進め、調査区西端まで到達し、

重機による作業は13日 に終了した。15日 、重機を搬出した。作業員はA区の精査・粗掘を行い、

7月 末でA区の作業が終了した。

【8月 】 上旬に委託者から、工事の都合上、調査区の西側部分の調査を先に終了し、引き渡しができ

ないかとの申し出があった。西側の トレンチは重機による試掘後そのまま放置していたため、

作業員による確認作業に入ることにした。重機の試掘から日数が経っていたのと猛暑の影響も

あつてか、 トレンチの周囲や内部には雑草が予想以上に生い茂っており、確認作業に入る前に

車刈 り機で大掛かりな除草を行わなければならなかった。結果的に、西側付近の トレンチでは

遺構・遺物は確認されず、25日 に調査区西側 15,530だの部分終了確認を行い、51き 渡しをした。

30日 、航空写真を撮影した。

【9月 】 東側・西側の作業が先に終了し、残る中央BoC区の精査・粗掘を行った。28日 、終了確認

が行われ、30日 に調査終了、資材を撤収した。当初の調査予定期間は 10月 末までであったが、

終了が 1か月早まった。

(3)調査区と基本層序

表土除去し本調査を行った調査区は、A区、B区、 C区の3か所である。

A区は、今年度調査区の北東端、HⅥ・ IⅥ～ IⅧ・ JⅧ・ JⅨ グリッド付近に位置する。4,312だ

を調査した。北側は前年度調査区に隣接 し、境界線上には道路がある。反対の南側には、沢が蛇行し

ながら流れている。沢の対岸部分は、東側の一部のみ調査している。地形は、山側から川側に向かっ

て緩やかに下がっているようであるが、見た目には殆ど平坦である。この周辺には昭和40～50年代に

「鹿の里」というレジャー施設が存在していたらしく、その一部がこのA区付近まで及んでおり、撹

乱された部分が一部でみられる。

B区は、調査区中央山側、KⅣ・LⅢ・LⅣ・MⅢ・MⅣ oNⅢ oNⅣ グリッド付近に位置する。4,885

∬を調査した。山側と川側はそれぞれ平坦であるが、中間部に傾斜地があり、川側へ向かって下がる。

C区は、調査区中央川側、MV・ MⅥ oNVoNⅥ グリッド付近に位置する。1,493だ を調査 した。

地形は、全体的に平坦である。部分的に何らかの掘削痕が認められ、昭和期における撹乱が一部に及

んでいる。
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Ⅲ 調査・整理の方法

調査区内の基本層序は次の通 りである。大 きくI～ V層 に分層 した。

I層 :10YR3/2 黒褐色土

I層 ■OYR3/3 暗掲色土

Ⅲ層 ■OYR4/6 褐色土

Ⅳ層 :10YR5/8 責褐色土

V層 :砂礫土

I層は現表上であり、重機で除去 した。工層は旧表上で、基本的には重機で除去 したが、遺物を含

む場合もあり、そのような場所は人力で掘り下げた。

遺構検出はⅢ層上面で行った。A区の北側から中央、B区の山側の一部ではI・ Ⅳ層が存在せず、

I層直下のV層上面で遺構検出している。また、当初はⅢ層上面を遺構最終検出面と捉えていたが、

後にⅢ層中にも遺物が含まれることが判明したため、遺構精査と並行してⅢ層の掘り下げ作業を行い、

遺物を回収した。掘り下げ後、Ⅳ層上面で再び遺構検出を行った。

遺構外の出土遺物はI層 出土とⅢ層出土に分けて取り上げているが、工・Ⅲ層の境界は不明瞭であ

り、正確に分層できたとは言い難い。

A～ C区以外では、遺構・遺物がほとんど確認されなかったため、試掘のみで調査終了としている。

調査区西端付近は、厚い盛上が確認され、その直下がV層であった。

2室 内 整 理

(1)遺   構

手書きの遺構断面図は、スキャンし、デジタルトレースした。それを平面図と合成し、第 2原図を

作成した後、デジタルデータとして遺構図版を作成した。

遺構写真は、デジタルデータを整理し、遺構写真図版を作成した。

(2)遺   物

今回の出土遺物は、縄文土器と石器がある。水洗処理は、ほとんど現場で行った。

縄文土器は、出土地点ごとに重量を計測し、接合作業を行った。残存状況の良いものや特徴的な文

様を持つものを選別し、登録・石膏入れを行った。登録したものはすべて実測・拓本作成を行った。

石器も同様に選別した後、登録をした。剥片石器の実測は、株式会社アルカに委託した。礫石器の

実測は当センターの職員が行った。

遺物実測図は、手書きのものはスキャンし、デジタルトレースをした。拓本もスキャンしてデジタ

ルデータ化し、遺物図版を作成した。

遺物写真撮影は、一部を外部委託し、残りは当センターの写真撮影技師が撮影した。撮影には一眼

レフデジタルカメラを用いた。撮影したデータを用いて、遺物写真図版を作成した。

(3)保   管

出土遺物、遺物実測図・拓本、遺構実測図、遺物写真、遺構写真などの調査資料は、収納台帳を作

成し、当埋蔵文化財センターの所定の場所に保管してある。また、上記の実測図・写真等は当センター

の規定に従い、すべてデジタルデータ化を行った。
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E三]調査対象範囲(73,000r)

|1日本調査範囲(10,716r)

匠三コ調査トレンチ(8,754言 )

巨亜コ生文課試掘トレンチ(6,555r)
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

1検 出 遺 構

検出した遺構は、竪穴住居跡 1棟、土器埋設遺構 1基、焼土遺構 3基、土坑34基、柱穴22イ固である。

調査区域別にすると、A区では竪穴住居跡 1棟・土坑 15基・柱穴22個 、B区では土器埋設遺構 1基・

焼土遺構 1基・土坑19基、C区では焼土遺構 2基を確認した。時代的には、縄文時代のものと所属時

期不明のものに大別される。記載にあたっては、上記の遺構の種類ごととした。

(1)竪 穴 住 居 跡

S1101竪穴住居跡 (第 6図、写真図版 9)

[位置・検出状況]A区、」Ⅸ31・ 41グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。検出した当初は、プ

ランが不明瞭で、竪穴住居跡であるとの認識ができなかった。 トレンチ入れてを掘削したところ、偶

然、石囲炉の一部が確認できたため、竪穴住居跡であると認識した。

[形状・規模]平面形は円形である。西側の一部は、試掘調査の トレンチにより破壊してしまった。また、

南側の一部は木根により撹乱されている。主軸方向は、N-10°―Eである。開口部径417× 403cm、 底

部径392× 371cmで、検出面から床面までの深さは30cmで ある。

[壁・床面]壁はやや外傾する。床面はほぼ平坦であるが、中央からやや北東寄りに、周辺部よりも

一段高い部分がある。

[埋土]4層に分層した。暗褐色土を主体とする。炭化物粒を微量～少量含む。壁際の埋土は地山に

類似し、壁と地山の境界は判別し難い。

[炉 ]中 央からやや南寄りに設置された石囲炉である。仕切 りの礫により2室に分かれる複式炉である。

南端においては、埋め込まれていた礫が抜き取られたとみられ、設置痕と思われる小穴が 2個確認さ

れた。したがって、全体としては8の字状に礫が配置されていたものと思われるが、南端は開口して

いた可能性もある。規模は全体では110× 70cm、 北側では50× 45cm、 南側では75× 70cm、 長軸方向

はN-10° ―Eである。床面から炉底面までの深さは北側で 17cm、 南側で 23cmで ある。埋土は5層 に

分層した。 1,3層は炭化物を含み、炉底面付近では焼土ブロックも少量確認したが、炉底面に明確

な焼成範囲は確認できなかった。構築礫の一部は被熱していた。 4・ 5層 は、炉石設置のための埋め

戻し上である。

【遺物】 (第 13・ 26図、写真図版20。 30)

[縄文土器]339.lg出 上し、 2点 (1・ 2)を掲載した。

[石器]石錐 1点 (1)、 削掻器類 1点 (2)、 台石 2点 (3・ 4)、 石皿 1点 (5)を掲載、ほか剥片石器

41.lgが 出土した。 l・ 2は埋土、3は床面で出土した。 4・ 5は、炉石として転用されていたもので、

5は被熱している。

【時期】出土遺物や炉の形態から、縄文時代中期後葉と判断される。

(2)土器埋 設遺構

S F101土器埋設遺構 (第 7図、写真図版10)

[位置・検出状況]B区、MⅢ 37グ リッドに位置する。V層上面で検出した。
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1 検出遺構

[形状・規模]掘 り方部分 は、開田部径41× 31cm、 深 さ 8 cmの いびつな形状 を呈する。 この北西側 に、

正位の状態で土器が埋設 されている。検出時には既 に口縁部付近は失われていた。

[埋土]2層 に細分 した。 1層は土器内部の埋土、 2層 は土器埋設のための埋め戻 し上である。

【遺物】 (第 13図、写真図版20)

跡亀文土器]重量328.lg、 埋設されていた 1点 (3)を 掲載した。

【時期】縄文時代と判断される。

(3)焼 土 遺 構

B区北東端で 1基 (S N104)、 C区中央部で 2基 (S N101・ 102)を 確認した。焼成範囲が不整に広が

るもので、時期や用途も不明である。

S N101焼土遺構 (第 7図、写真図版10)

[位置 ,検出状況]C区、N V10グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]焼成範囲は64× 53cmの不整形で、焼成深度は5 cmである。

【遺物】なし。

S N102焼土遺構 (第 7図、写真図版10)

[位置・検出状況]C区、N V09グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]焼成範囲は3か所あり、① 28× 18cm、 ② 14× 9 cm、 ③ 12× 8 cmで ある。焼成深度は6

cmである。

【遺物】なし。

S N104焼土遺構 (第 7図、写真図版10)

[位置・検出状況]B区、K Ⅳ84グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]焼成範囲は57× 35cmの 楕円状に広がり、焼成深度は7 cmで ある。

【遺物】なし。

(4)土   坑

調査区全体で34基を確認した。区域別では、A区 15基、B区19基である。形状・規模については様々

で、性格・用途的にも明確に断定できるものは少ないが、人為的に大礫が混入したり、遺物の出土が

著しかったりと、墓媛と思われるものが一部で見られた。

S K101土坑 (第 7図、写真図版■)

[位置・検出状況]A区、 I Ⅷ96グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径148× 136cm、 底部径108cm、 深さ100cmで ある。

[壁・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]6層に分層した。黄掲色土ブロックを含む黒褐色上が主体である。人為堆積と思われる。

【遺物】 (第 13図、写真図版20)

跡電文土器]3,038.9g出 上し、 9点 (4～ 12)を掲載した。 4は底面出土である。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代後期と判断される。貯蔵穴か。

-14-



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

S K102土坑 (第 7図、写真図版■ )

[位置・検出状況]A区、 I Ⅷ96グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形で、開口部径154X124cm、 底部径 l15× 114cm、 深さ90cmで ある。

[壁・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]7層 に分層 した。黒掲色土が主体で、全体的に炭化物や黄褐色上を混入する。人為堆積か。

【遺物】 (第 14・ 26図、写真図版21。 30)

酢電文土器]1,472.7g出上し、このうち4点 (13～ 16)を 掲載した。

[石器]石鏃 1点 (6)が底面から出上した。他に剥片36.9gが 出土している。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代後期と推定される。貯蔵穴か。

S K103土坑 (第 8図、写真図版11)

[位置・検出状況]A区、」Ⅷ36。 37グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形である。開口部径285X102cm、 底部径208× 50cm、 深さ48cmで ある。

[壁 ・底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]5層に細分した。暗褐色上が主体である。

【遺物】 (第 14図、写真図版21)

[縄文土器]327.Og出上し、 1点 (17)を掲載した。

[石器]剥片2.3gが出土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代前期と推定される。性格は不明。

S K104土坑 (第 8図、写真図版12)

[位置・検出状況]A区、」Ⅷ49グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状 。規模]平面形は楕円形で、開口部径258× 138cm、 底部径137× 73cm、 深さ48cmで ある。

[壁 ・底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]4層に細分した。暗褐色上が主体である。

【遺物】 (第 14図、写真図版21)

[縄文土器]165,9g出土し、 1点 (18)を掲載した。

[石器]最Jttll.lgが出土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K105土坑 (第 8図、写真図版12)

[位置・検出状況]A区、 J Ⅷ36・ 46グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形で、開口部径■7× 105cm、 底部径68× 55cm、 深さ32cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層 に細分した。暗褐色土主体である。

【遺物】

[縄文土器]43.8g出上した。

[石器]剥片8.9gが 出土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。
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1 検出遺構

S K106土坑 (第 8図、写真 図版 12)

[位置・検出状況]A区、 I Ⅷ86グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径82× 78cm、 底部径75× 73cm、 深さ28cmで ある。

[壁 ・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]暗褐色上の単層である。礫を多く含む。人為堆積か。

【遺物】 (第 26図、写真図版30)

[縄文土器]41.9g出土した。

[石器]敲磨器類 1点 (7)、 石皿 1点 (8)、 台石 1点 (9)、 剥片3.4gが出土している。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。墓竣の可能性が高い。

S K107土坑 (第 8図、写真図版12)

[位置・検出状況]A区、 I Ⅷ85グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状 。規模]平面形は円形で、開田部径128× 11lcm、 底部径97× 86cm、 深さ47cmで ある。

[壁 ・底面]壁 はややタト傾する。底面は平坦である。

[埋土]7層 に細分 した。黒褐色土が主体である。全体的に炭化物を含む。壁際では黄褐色土ブロッ

クを多く含む。人為堆積と思われる。

【遺物】 (第 14・ 26図、写真図版21。 30)

[縄文土器]519.5g出 上し、 2点 (19。 20)を掲載した。

[石器]石錐 1点 (10)、 削掻器類 1点 (11)が 出土した。他に、石核 1点、剥片19。2gが出上している。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。墓壊の可能性が高い。

S K108土坑 (第 8図、写真図版13)

[位置 。検出状況]A区、 I Ⅷ84グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径122× 98cm、 底部径66× 82cm、 深さ30cmで ある。

[壁 ・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]2層 に細分した。黒褐色上が主体である。礫を多く含む。人為堆積と思われる。

〔遺物】 (第 14図、写真図版21)

[縄文土器]352.2g出土し、 1点 (21)を 掲載した。

[石器]剥片1.6gが 出上した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代後期と推定される。墓壊の可能性が高い。

S K109土坑 (第 8図、写真図版13)

[位置 。検出状況]A区、 I Ⅶ56～67グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開田部径100× 88cm、 底部径80× 78cm、 深さ54cmで ある。

[壁・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]2層に細分した。黒褐色土が主体である。

【遺物】

[縄文土器]288.Og出土した。

[石器]剥片13.3gが出上した。

【時期・性格】出土遺物から縄文時代と推定される。性格は不明。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

S Kl10土坑 (第 8図、写真図版 13)

[位置 。検出状況]A区、 I Ⅶ56グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[重複関係]P l19と 重複する。新旧関係は不明。

[形状・規模]重複により北側の一部は不明であるが、平面形は円形と推定される。開田部径 (78)× 77

cm、 底部径 (46)× 52cm、 深さ34cmで ある。

[壁・底面]壁はタト傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層 に細分した。黒褐色土が主体である。全体的に炭化物を少量含む。

【遺物】 (第 14図、写真図版21)

酢亀文土器]153.7g出土し、 1点 (22)を掲載した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

SKlll土坑 (第 9図、写真図版13)

[位置・検出状況]A区、 I Ⅶ57・ 67グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径84× 76cm、 底部径76× 62cm、 深さ31cmで ある。

[壁・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]3層 に細分した。黒褐色土が主体である。礫を多量含む。人為堆積と思われる。

【遺物】 (第 14・ 15図、写真図版22)

[縄文土器]587.6g出上し、 2点 (23・ 24)を掲載した。

【時期・サ隆格】出土遺物から、縄文時代と推定される。墓壊の可能性が高い。

S Kl12土坑 (第 9図、写真図版14)

[位置 。検出状況]A区、 I Ⅶ76グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形で、開田部径193× 134cm、 底部径152× 102cm、 深さ42cmである。

[壁・底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層 に細分した。黒掲色上が主体である。礫を多く含む。

【遺物】なし。

【時期・性格】ヤゝずれも不明。

S Kl13土坑 (第 9図、写真図版14)

[位置・検出状況]A区、 I Ⅶ56グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径114× 86cm、 底部径84× 79cm、 深さ36cmで ある。

[壁 。底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]褐色砂礫質上の単層である。調査員の不手際により、断面写真を撮影していない。

【遺物】なし。

【時期 。性格】ヤヽずれも不明。

S Kl14土坑 (第 9図、写真図版14)

[位置・検出状況]A区、 I Ⅶ56。 57グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[重複関係]東側がP122と 重複する。新旧関係は不明。

[形状・規模]平面形は円形である。開口部径114× 114cm、 底部径94× 85cm、 深さ72cmで ある。
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1 検出遺構

[壁・底面]壁は直立す る。底面は平坦である。

[埋土]暗褐色土の単層である。礫を多く含む。人為堆積か。

【遺物】

[縄文土器]78.5g出 上した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。墓娠の可能性がある。

S Kl15土坑 (第 9図、写真図版14)

[位置・検出状況]A区、 IⅥ 4・ 14グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形で、開口部径104× 85cm、 底部径78× 70cm、 深さ21cmで ある。

[壁・底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]黒褐色上の単層である。

【遺物】 (第 27図、写真図版30)

[石器]削掻器類 1点 (12)が出上した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S Kl16土坑 (第 9図、写真図版15)

[位置・検出状況]B区、MⅣ 14グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開田部径133× 118cm、 底部径60× 57cm、 深さ50cmで ある。

[壁 。底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]3層 に細分した。黒褐色土が主体である。

【遺物】

酢電文土器]50.4g出 上した。

(時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S Kl17土坑 (第 9図、写真図版15)

[位置・検出状況]B区、MⅣ 41グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形である。開口部径106× 97cm、 底部径88× 76cm、 深さ50cmで ある。

[壁・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]3層 に細分した。暗掲色上が主体である。

【遺物】 (第 15図 、写真図版22)

酢電文土器]35.lg出 上し、 1点 (25)を掲載した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S Kl18土坑 (第 9図、写真図版15)

[位置・検出状況]B区、MⅢ 60グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形である。開口部の南側を一部掘り過ぎてしまった。開口部径141× (103)

cm、 底部径103× 92cm、 深さ58cmで ある。

[壁・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]3層 に細分した。 1・ 3層 は黄褐色土を多く含み、埋め戻されたと考えられる。

【遺物】
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

酢電文土器]7.lg出土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K121土坑 (第 9図、写真図版15)

[位置・検出状況]B区、M Ⅲ54グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形である。開口部径163× 124cm、 底部径73× 64cm、 深さ46cmで ある。

[壁 。底面]東側は直立し、西側は外傾する。

[埋土]2層 に細分した。暗褐色上が主体である。

【遺物】なし。

【時期・性格】しヽずれも不明。

S K122土坑 (第 10図 、写真図版16)

[位置・検出状況]B区、M Ⅲ54グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は楕円形で、開口部径86× 70cm、 底部径52× 42cm、 深さ26cmである。

[壁・底面]壁は外傾する。底面は平坦である。

[埋土]暗褐色上の単層である。

【遺物】 (第 27図、写真図版30)

[石器]石箆 1点 (13)が出土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K125土坑 (第 10図 、写真図版16)

[位置・検出状況]B区、MⅢ 43・ 53グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形である。開田部径136× 112cm、 底部径98× 90cm、 深さ56cmで ある。

[壁・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]5層 に細分した。暗褐色土主体である。礫を多く含む。

【遺物】なし。

【時期・性格】ヤヽずれも不明。

S K126土坑 (第 10図 、写真図版16)

[位置 。検出状況]B区、M Ⅲ17グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径137× 127cm、 底部径103× 102cm、 深さ47cmである。

[壁・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]4層に細分した。暗褐色土が主体である。礫を多く含む。

【遺物】 (第 15図 、写真図版22)

跡電文土器]122.6g出土し、 2点 (26・ 27)を 掲載した。

[石器]剥片3.lgが出土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K127土坑 (第 10図 、写真図版16)

[位置・検出状況]B区、M Ⅲ28グ リッドに位置する。V層上面で検出した。
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1 検出遺構

[形状・規模]平面形は円形である。開田部径 134× 115cm、 底部径93× 84cm、 深さ66cmで ある。

[壁・底面]壁 はややタト傾する。底面は平坦である。底面中央に副穴 1個がある。規模は、開口部31X28cm、

深さ9 cmである。

[埋土]4層 に細分 した。黒褐色土が主体である。礫 を多 く含む。人為堆積か。

【遺物】 (第 15・ 27図、写真図版22,30・ 31)

[縄文土器]1,283.6g出 土し、3点 (28～30)を 掲載した。

[石器]敲磨器類 3点 (14～ 16)が出上した。

〔時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。墓娠の可能性がある。

S K128A・ B土坑 (第 10図、写真図版17)

[位置 。検出状況]B区、MⅢ 28グ リッドに位置する。V層上面で検出した。

[重複関係]2基の土坑が重複していると考えられ、北側をS K 128A、 南側をS K 128Bと した。検

出時に重複を認識できず、同時に掘り上げた。

[形状・規模]S K128Aは、平面形が円形で、開口部径87× (84)cm、 底部径51× 54cm、 深さ52cmであ

る。S K128Bは 、平面形が円形で、開口部径111× (95)cm、 底部径88× (80)cm、 深さ37cmで ある。

[壁 ・底面]A・ Bと も壁はややタト傾し、底面は平坦である。

[埋土]黒褐色土の単層で、礫を多く含む。人為堆積か。

【遺物】 (第 15。 27図、写真図版22。 31)

[縄文土器]1,399.6g出 土し、 7点 (31～37)を 掲載した。

[石器]敲磨器類 2点 (17・ 18)、 石皿 1点 (19)が 出土した。他に、剥片125.Ogが 出上している。

〔時期・性格】上述のとおり同時に掘 り下げたため、遺物の明確な出上位置は不明だが、大半が SK
128Aに 帰属するものと思われる。したがって出土遺物から、 S K128Aは縄文時代晩期中葉と推定さ

れる。S K128Aに ついては墓娠の可能性がある。 S K128Bに ついては、縄文時代のものと思われる

が、性格は不明。

S K130土坑 (第 10図 、写真図版17)

[位置 。検出状況]B区、MⅢ 30グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径114× 107cm、 底部径84× 78cm、 深さ36cmで ある。

[壁 ・底面]壁はややタト傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層に細分 した。黒褐色土が主体である。

【遺物】

[縄文土器]145,7g出 上した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K131土坑 (第 10図 、写真図版17)

[位置・検出状況]B区、MⅢ 29グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径115× 104cm、 底部径92× 80cm、 深さ29cmで ある。

[壁 ・底面]壁はややタト傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層 に細分した。暗褐色土が主体である。

【遺物】なし。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

【時期・性格】しヽずれも不明。

S K132土坑 (第 11図、写真図版17)

[位置・検出状況]B区、MⅢ 30グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径107X102cm、 底部径90× 89cm、 深さ47cmで ある。

[壁 ・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層に細分した。黒褐色土が主体である。

【遺物】 (第 16・ 28図、写真図版22。 31)

[縄文土器]底面で55.4g出 上し、 1点 (38)を 掲載した。

[石器]凹石 1点 (20)が出上した。他に、剥片50.8gが出土している。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代晩期中葉と推定される。性格は不明。

S K133土坑 (第 11図 、写真図版18)

[位置 。検出状況]B区、MⅢ 58グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径89× 81cm、 底部径82X75cm、 深さ40cmで ある。

[壁・底面]壁は直立する。底面は平坦である。

[埋土]3層に細分した。暗褐色土が主体である。

【遺物Iな し。

【時期・性格】ヤヽずれも不明。

S K134土坑 (第 11図 、写真図版18)

[位置 。検出状況]B区、MⅢ 59。 60グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状 。規模]平面形は円形で、開口部径121× 103cm、 底部径58× 56cm、 深さ66cmで ある。

[壁・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]4層 に細分した。黒色上が主体で、 1層は礫を多 く含み、 2～ 4層 は責褐色上を多く含む。

【遺物】

酢亀文土器]87.4g出 上した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K135土坑 (第 11図、写真図版18)

[位置・検出状況]B区、MⅢ 59グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[重複関係]北西側を風倒木痕に切られる。

[形状・規模]平面形は楕円形で、開口部径173X103cm、 底部径87× 82cm、 深さ52cmで ある。

[壁・底面]壁は、北西側が外傾し、南東側が直立する。底面は平坦である。

[埋土]にぶい黄褐色上の単層である。

【遺物】

[縄文土器]53.5g出 土した。

【時期・性格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

S K136土坑 (第 11図 、写真図版18)
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1 検出遺構

[位置 。検 出状況]B区 、MⅣ 13。 14グ リッ ドに位置す る。Ⅲ層上面で検 出 した。

[形状・規模]平面形 は円形で、開口部径 105X94cm、 底部径82× 78cm、 深 さ40cmである。

[壁 ・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]4層 に細分 した。黒褐色土が主体である。

【遺物】なし

【時期・Jl■格】ヤゝずれも不明。

S K137土坑 (第 11図、写真図版19)

[位置 。検出状況]B区、MⅣ 73グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径71× 63cm、 底部径37× 35cm、 深さ42cmである。

[壁 ・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層に細分した。黒褐色土を主体とする。

【遺物】なし。

【時期・性格】ヤヽずれも不明。

S K138土坑 (第 11図、写真図版19)

[位置・検出状況]B区、MⅣ 73グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は円形で、開口部径79× 69cm、 底部径33× 33cm、 深さ47cmで ある。

[壁・底面]壁はやや外傾する。底面は平坦である。

[埋土]2層に細分した。黒褐色土が主体である。

【遺物】

[縄文土器]34.4g出 上した。

【時期・J隆格】出土遺物から、縄文時代と推定される。性格は不明。

(5)柱   穴

A区桂穴群 (第 12図、写真図版6)

[位置・検出状況]A区で 22個 を確認した。南側と北側で大きく2か所のまとまりに分かれ、南狽Iは

P101～ 108、 北側はP109～ 122が属する。

[重複関係]P l19が SK■ 0と 、P122が S Kl14と 重複する。新旧関係はいずれも不明である。

[形状・規模]平面形はいずれも円形を基調としている。個々の規模の詳細は第 1表に記した。

[埋土]し ずゝれも黒褐色～暗褐色上が主体である。柱痕跡が残るものは確認されなかった。

【遺物】なし。

【時期・性格】掘立柱建物や竪穴住居の柱穴である可能性を想定したが、配列に規則性を見出すこと

はできなかった。時期は不明である。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1里

B'

0       1:20      50cm

―
―】Ⅳ
Ｉ
　
　
い
＝
∞
Φ
Ｏ
　
μ日λ

ネ岬

Ｌ
卜

A   と=366.lm
A'

1 10YR2/3黒 褐色シル ト締 まり欠

炭化物少量含む

2 10YR3/4暗 褐色シル ト締 まり中

炭化物少量含む

3 10YR4/4褐 色 シル ト締 まりあ り

炭化物微量含む

4 10YR3/3暗 褐色 シル ト締 まり欠

炭化物少量含む

0       1:40       1m

A'

率tO10tO

Sl101炉

仄

A   と言365 7m

B   L=365 7m

C   L=365 7m

B'

A'

1耳

や
101。「

1

ト

1 10YR2/3黒 掲色シル ト

締 まり久 炭化物少量含む

2 10YR3た 暗褐色シル ト

締 まり中

3 10YR2/2黒 褐色シル ト

締 まりややあ り炭化物多 く合

4 10YR3/3暗 褐色シル ト

締 まりややあ り炉石設置痕

5 ЮYR4/4褐色シル ト

締 まりややあ り炉石設置痕

第 6図  S1101
-23-



1 検出遺構
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明黄褐色土ブロック混入、焼土ブロック 炭化物微量含む

SN1 01

A

A   L=372 4m

A   L=373 3m

1 5YR3/4暗 赤褐色焼土

SK102

キ醒5

A'

A'

0        1:20      50cm

A'

0        1:40

SN1 02 榛ぎ

A   L=372 2m         A'

1 5YR5/6明 赤掲色焼土

６く

SK1 01

/

A

切。で

A   L=866 7m A'

1 10YR2/3黒 褐色シル ト締 まり中 責掲色土粒 炭化物少量含む
2 1oYR2/2黒 褐色シル ト締 まり中
3 10YR3/3暗 褐色ンル ト締 まり中 黄褐色土ブロック 炭化物少量含む
4 10YR3/4暗 掲色 シル ト締 まり中 黄褐色土ブロック多量含む
5 10YR5ん 黄褐色 ンル ト締 まり中
6 10YR2/3黒 褐色ンル ト締 まり欠 黄掲色土ブロック少畳含む

A   L=366,7m A'

1 10YR22黒褐色シル ト締 まり欠 黄褐色土粒微量、炭化物少量含む
2 10YR4/6褐 色シル ト締 まりややあ り黄褐色土ブロック少量、炭化物微量含む
3 ЮYR3/3暗褐色シル ト締まり中 責褐色土ブロック少量、炭化物微量含む
4 10YR4/6褐 色ンル ト締 まりややあ り黄褐色土プロック少量、炭化物微量含む
5 10YR2/3黒 掲色シル ト締 まり中 責褐色土粒多量、炭化物微量含む
6 10YR5/6黄 褐色 シル ト粘性ややあ り締 まり欠 黒褐色土ブロック多量含む
7 10YR2/2黒 褐色シル ト粘性ややあ り締 まり中 黄褐色土粒、炭化物微量含む

lm
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

SK1 03

A

A   L=366 4m

10YR3/4暗 褐色シル ト締 まり中

褐色土ブロック多量含む

10YR3/4暗 褐色 シル ト締まり中

10YR3/3暗褐色 シル ト締まり中

10YR4/6褐 色 シル ト締まり中

lllYR5/6黄 褐色 シル ト締 まりあ り やや粘土質

A   L=366 1m

10YR4/6掲 色シル ト締まり久

10YR3/4暗 褐色シル ト締まり中

炭化物少量含む

10YR3/4暗褐色シル ト締まり中

黄褐色土プロック多量含む

10YR5/8黄 褐色粘土質ンル ト締まりあ り

A

A   L=367.7m A'

10YR2/2黒 褐色 粘性あ り締 まりややあ り

炭化物少量含む

10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性ややあ り締 まりあ り

０５
　
ゝ
ほ
ｒ

ＫＳ

A

彙ゞ
SK106

拷
註

A'

SKl

北
鮮

上
^ぼ

SK1 04

洋

梯

A'

SK109

必

SKl1 0

A

A   L=367 6m

上
十ゃ岸

A'

A'

10YR3/4暗 褐色 締 まり欠 黄褐色土泣少量含む

10YR4//6褐 色 締 まりややあ り炭化物少量含む

７

　

／

守

０

A A'

A   L=366.911 A' A   L=367.Om

1 10YR2/2黒 掲色 締まりややあり炭化物多量含む
2 10YR2/3黒 褐色 締まりややあり炭化物多量含む
3 10YR3/3暗 褐色 締まりあり黄褐色土粒多量含む
4 10ⅢrR2/3黒 褐色締まりあり黄褐色土粒少量、え化物多量含む
5 10YR3/3暗 褐色 締まりあり黄褐色土地 戊化物少量含む
6 10YR4/4褐 色 締まりあり暗褐色土ブロック多量含む
7 10YR5/6黄 褐色 締まりあり暗褐色土ブロック少量含む

A   L=366 7m A'

1 10YR3/3暗 褐色 締 ま りややあ り

黄褐色土粒 炭化物少量含む

SK108

ЮYR2/3黒褐色 締まり欠礫多量含む
10YR4/4褐 色締まりあり

▼辞

10YR3/2黒 褐色 粘性あ り 締 まりややあ り

炭化物少量含む

10YR4た 褐色 粘性ややあ り 締 まりあ り

炭化物少量含む

0        1:40       1m

第 8図  S K103～ 110
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1 検出遺構

SKlll

く

A   L‐ 367 7m

10YR2/3黒 褐色 粘性あ り締 まり欠

炭化物微量含む

10YR6/6明 黄褐色 粘性あ り締 まり極めてあ り
10YR4/4褐 色 粘性あ り締まりあ り

災化物微量含む

SKl14

X
A

A   L=367.8m

1 10YR3/3暗 掲色 粘性ややあり締まりあり
褐色土とのril土、礫多く含む、炭化物少量含む

SKl17

A A'

ガ見

g A'

SKl12

A'

10YR2/2黒褐色 粘性あ り締まりややあ り
10YR3/2黒褐色 粘性あ り締まりややあ り
10YR4/3にぶい黄褐色 粘性ややあ り
締 まりややあ り 黄褐色土プロック少量含む

A   L=373.4m

ЮYR5/8責掲色 粘性あ り締 まりあ り
10YR3/2黒 褐色 粘性あ り締 まりあ り
ЮYR3/3暗 褐色 粘性あ り締まりあ り
上位 に黄褐色土ブロック含む

A   L=367 6m

10YR3/2黒 褐色 粘性ややあ り締 まり欠

礫多 く含む

10YR4/4褐 色砂礫質土 粘性欠 締 まりややあ り

SKl1 5

A   L=369 2m A'

A   L=367 6m A'

1 10YR4/4褐 色砂礫質土 粘性欠 締 まりあ り

A'

A'

A'

A'

A'

黒褐色土 との混土

黄褐色土粒を少量含む

Ψ
A   Li373 0m

SK1 21

ペ卑、翻

Ｌ
と
ョ

ｎ

叶

、

紗
亀 餅SKl18

移

A

A   L=374 9n

10YR3/3暗褐色 粘性久 締 まりややあ り
10YR4/6褐色砂質土 粘性欠 締 まり欠

A'

A'

0       1:40       1m

O

▼諄 止
A   L=373 3m A'

ЮYR2/2黒褐色 粘性あ り締 まりややあ り
10YR3/3暗 褐色 粘性あ り締 まりややあ り
にぶい黄掲色土プロック少量含む
10YR4/4褐 色 粘性あ り締 まりややあ り
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ＳＫ‐２
ペ

A   L=374.2m

ЮYR2/2黒褐色 粘性あ り締 まりややあ り炭化物少量含む

ЮYR2/1黒色 粘性あ り締 まりややあ り大礫多量含む

10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性ややあ り締 まり久

ЮYR3/2黒 褐色 粘性ややあ り締 まりややあ り副穴覆土

腱
A   L=375,Om

10YR2/1黒 色 粘性あ り締 まり欠
10YR2/3黒 褐色 粘性ややあ り締 まりあ り
10YR4/4褐 色砂礫質土 粘性久 締 まりあ り
10YR3/3暗 褐色 粘性ややあ り締 まりあ り
10YR3/4暗 褐色 粘性ややあ り締 まりややあ り

SK128 A

A'

静

A   L=374,3m

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

SK126

A'

A'

A   L=374.6n

10YR2/2黒 褐色 粘性ややあ り締 まりややあ り
10YR3/3暗褐色 粘性欠 締 まりややあ り
10YR4/3に ぶい責褐色 粘性欠 締 まりややあ り
10YR3/4暗褐色 粘性ややあ り締 まりややあ り

A'

1 10YR2/2黒 褐色 粘性あ り締 まりあ り

礫 を多量含む、一部黄褐色土プロック混入

炭化物少量含む

A

A   L=373.lm

10YR3/3暗 掲色 粘性ややあ り締 まりあ り
10YR4/4褐 色 粘性ややあ り締 まりあ り
下位に黄褐色土プロック混入

   0    1:40    1■

25

ペ
SKl

A

A   L=374 9m

SK1 27

×

議 風

A'

A'

WW十
雹

Ｉ
Ｉ【Ｐ
Ｉ
　
　
い
＝
∞
『
卜
・
∞ヨ

Ｂ

塩

▼

穎
止

SK《

塑

¥

草

SK1 30

X

A   L=373.lm

10YR2/2黒 褐色 粘性あ り締 まりややあ り炭化物微量含む

10YR3/3暗 褐色 粘性あ り締 まり欠 黄褐色上ブロック少量含む

第 10図   S K122・ 125～ 128。 130。 131
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1 検出遺構

SK1 32 SK1 33

A   Li373.6mA   L=373.Om

10YR3/2黒 褐色 粘性あ り締 まりあ り

10YR4/4褐 色 粘性あ り締 まりあ り

下位に責褐色土プロック混入

A'

Ч
A'

A'

晋

10YR3/4暗 褐色 粘性あ り締 まりあ り
10Y貶 /3黒褐色 粘性あ り締 まり欠

10YR4/3に ぶい責褐色 粘性あ り締まりあ り

SK1 34

プ

A   と=373 4m
A'

1 10YR2/1黒 色 粘性あ り 締 まりややあ り

にぶい黄褐色土プロック少量含む

2 10YR2/3黒 褐色 粘性あ り締 まりややあ り

黄褐色土混入

3 10YR4/4褐 色 粘性あ り締 まりあ り

4 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性あ り締 まりややあ り

暗禍色土 との混土

10YR2/3黒 褐色 粘性ややあ り締 まりあ リガヽ礫含む

ЮYR3/3暗褐色 粘性ややあ り締 まりややあ り

ЮYR4/4褐色 粘性ややあ り締 まりややあ り暗褐色土含む

10YR2/3黒 褐色 粘性ややあ り締 まりあ り

Ｋ‐３５
洋

Ｓ

T
A'

プ

SK1 37

/
A

A   L=373 4m A'

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性あ り締まり欠

炭化物微量含む

A'

A   L=373 4m            A'

ЮYR3/2黒褐色 粘性あ り締まりややあ り

炭化物少量含む

10YR4/4褐 色 粘性あ り締まり欠

SK138

A   L=373 5m A'

1 10YR2/3黒 褐色 粘性あ り締 まり欠

炭化物微量含む

2 10YR3/3暗褐色 粘性あ り締 まりややあ り

責褐色土プロック少量含む

0       1:40

①
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

人   ♀

③

第 呵表 A区柱穴群計測表

Ｐ‐０８③
　
Ｐ‐０５＠

ざ的
P103

峯蝉さ Ｐ‐０‐④

柱穴名
開口部径

rrmゝ

深 さ
rrmⅢ

底面標高
rmゝ

備考

P101 45 X44 36608

P102 38× 34 36611

P103 29× 28 36639

P104 40X34 36617

P105 34× 28 36623

P106 33 × 30 36625

P107 30 × 28 36640

P108 45× 42 50 36623

P109 61 × 55 36691

Pl10 45× 38 56 36690

Plll 38× 34 36700

P112 41× 38 36711

Pl 3 33× 28 23 36721

Pl 4 42× 36 36696

Pl 5 46× 39 36701

Pl 6 47× 35 36697

Pl 7 50× 43 45 36704

Pl 8 58× 43 36698

Pl19 58X44 36698 SKl10と 重複→新旧関係不明

P120 38× 34 36693

P121 48× 43 36猛03

P122 58 ×43 64 36699 SKl14と 重複→新旧関係不明

A区柱穴群 (北側 )

人 忌半

Pl18

Ｐ‐２２Ｑ

◎
Ｐ‐‐７

♂
Pl1 9

Pl13

◎ Pl12

③
P120

⑥

⑫
Ｐ‐２‐

Pl1 4

◎

Plll

③

0       1:80      2m

Ｐ‐‐０
◎

翠mm

Ｐ‐０９Ｑ

Pl15

Pl16

第12図  A区柱穴群
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2 出土遺物

2出 土 遺 物

(1)縄 文 土 器 (第 13～ 25図、写真図版20～29)

今回の調査で出上 した土器の総量は 64,187.9gで ある。遺構内で出土 したものは、このうちの

■,006.7g(17.10/0)で ある。調査区別では、A区が 35,789.9g(55.7%)、 B区が 26,032.lg(40.60/O)、 C

区が1,205.3g(1.9°/0)で、この区域以外のトレンチ出土や表採分などが1,160.6g(1.80/0)で ある。

掲載した縄文土器は 199点で、総重量は 19,295.lg(30.10/c)である。出土地点により遺構内と遺構外

各区域 (A区 。B区 。C区)に分け、遺構内出土分は遺構別、遺構外出上分は時期別に縄文早期 。前期 。

中期 。後期・晩期 。時期不明の 6つ に分類している。特徴的な文様等が確認できないものはすべて時

期不明としており、日縁部・体部・底部など残存部位別に分けて掲載した。

接合作業で器形が復元できた土器は全体的に少ない。早期は種類が少ないものの、一個体分がまと

まって出上したものもあり、器形がある程度復元できた。前 。中期では種類が増えるものの、器形が

分かるものは少なく、大半が破片資料である。後・晩期は遺構内からも出上し、復元できたものも若

千ある。早期は△～C区、前・中・後期はA・ B区で出上し、晩期はB区でのみ出上している。

① 早 期

[A区 ]39は細い沈線による小さな格子目状の文様があり、貝設腹縁による圧痕と条痕文が縦・斜め

に施される。40は 円形刺突と貝殻腹縁圧痕、41は刺突と貝殻腹縁圧痕が施される。42～ 44は 同一個体で、

口唇部に刺突、口縁部内外面に貝殻腹縁圧痕が施され、外面下位には縦方向の条痕がみられる。45～

49は同一個体で、外面には横 。縦 。斜位に平行沈線、沈線間には連続する刺突が施され、口縁部内外

面には貝殻腹縁圧痕が施される。42～44の一群と 45～49の一群は、小波状で外反する口縁部の形態と

内外面に貝殻圧痕を有する点で類似する。50～ 58は 同一個体で、外面は縦～斜方向、内面は斜～横方

向の条痕が施される。体部片のみで器形は不明であり、器壁が薄く、胎上が脆い。39は 早期中葉、40～

53は早期中～後葉と考えられる。

[B区 ]l18は口縁～体部、119は尖底の底部で、同一地点で出土したが接合はしない。118は RL、 119

はLRの原体で施文される。いずれも胎土に繊維を含み、早期末葉と考えられる。

[C区 ]199は尖底の深鉢で、4単位の波状口縁である。体部はR(0段 3条 )を 用い、横方向に施文

されるが、底部付近は回転方向が変わる。早期末葉と考えられる。

② 前 期

[遺構内]17(S K103出 土)は隆帯上に刻みが施され、その下位には山形の浅い沈線が横方向に施され

る。前期前葉と考えられる。

[A区 ]h54～ 67。 541ま縦位の撚糸文が施される。55・ 56は 羽状縄文で、55は ループ文を含み、56は 菱形

状となる。58は縄文の施文方向が不整である。59は 上位が単節の L・ Rに よる羽状縄文、下位がRLで、

底部付近では不整撚糸文が施される。60は縦方向の羽状縄文である。62は網目状撚糸文、63は 地文上に

横位の結節回転文、64は鋸歯状の沈線と縦の刻みが施される。65。 66は 同一個体で、口縁に沿つた刺突

が 2列施される。67も 刺突が 2列確認できる。54～ 67は胎土に植物繊維を含み、前期前葉と考えられる。

[B区 ]120～ 122は いずれも底部付近のみである。繊維を含み、前期前葉と考えられる。

③ 中 期

[遺構内]2(S1101)は縦方向の隆沈線がみられ、中期後葉と考えられる。

[△ 区 ]血 68～ 96。 68は 口縁に沿った押引沈線が 3条あり、下位は地文上に横位の結節回転文がみら
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

れる。69・ 70は 山形の口縁に沿って数条の沈線があり、69は縦方向にも梯子状の沈線が加わる。71・ 72は

地文上に平行沈線が施される。73・ 741よ 同一個体で、口縁に沿った隆帯上に刻みがあ り、その下には横

位の結節回転文が施される。75は隆帯上に指頭圧痕がある。76・ 77は 同一個体で、日縁に沿って刺突が

2列施される。78は沈線の上下に刺突列が巡る。79は外側へ屈曲する器形で、隆線による区画内部に刺

突がある。80は 隆線で横方向に区画され、その上位が無文、下位が地文 となる。81は沈線により横方向

に区画される。82は 口縁に沿って 2条の隆線が巡る。83は 口縁部の有子L突起で、下部には刺突が施され

る。84は 隆線により区画される。851ま 口縁付近に太い隆帯による渦巻文、86は紐の貼付による細い渦巻

文がある。87～93は 隆沈線による区画内部に縄文が施される。91は「 U」 字形の区画であり、92は 隆帯

が耳状の突起 となる。94～96は沈線による区画内部に縄文が施される。68～ 77は 中期前葉、78～88は 中

期中葉、89～96は 中期後葉 と考えられる。

[B区 ]123は細い隆帯、124は隆沈線、125は沈線で、横方向と縦方向のものが直交する。126は横方向

の沈線がある。127・ 1281ま屈曲する口縁部で、127は 口唇付近に刺突、隆線区画内に縦の縄圧痕が施され、

128は 大い刻 目列が口縁を巡る。129は 口唇上面に沈線が巡 り、その下位は無文である。130。 131は 口縁

が 2段に肥厚する。132は 口唇に細かい刻みがある。133は 内湾する口縁部で、地文を挟むように横位の

沈線が巡る。134・ 135は 回唇部に隆帯による渦巻文が施される。136・ 137は沈線区画内部に縄文が充填さ

れる。123～ 126は 中期前葉、127～ 1351ま 中期中葉、136・ 137は 中期後葉 と考えられる。

④ 後 期

[遺構内]4・ 5(S K 101)、 15(S K 102)、 21(S K 108)は 地文上に沈線・磨消の区画が施される。 4・

15は 区画の端部に円形の刺突がある。いずれも後期前葉と考えられる。

[A区 ]97・ 98は 地文上に沈線が横。縦・斜め方向に施され、区画された三角形の内部が磨り消される。

99。 100は 地文がなく、沈線のみで区画される。いずれも後期前葉と考えられる。

[B区 ]138は クランク状、139は弧状・小円状の沈線が描かれる。140～ 145は弧状・直線状の沈線区画

に加えて、貼瘤が施される。138～ 140は後期前葉、141～ 145は 後期後葉と考えられる。

③ 晩 期

[遺構内]31・ 32(S K 128)、 38(S K 132)は 鉢の口縁部で、31は口縁部に平行沈線、32・ 38は羊歯状文が施

される。いずれも晩期中葉と考えられる。

[B区 ]146～ 153は深鉢または鉢である。146は 口唇部に刻みと突起、頸部に工字文状のF■
k帯 と突起を

有 し、体部は磨消による雲形文となる。147は日縁部に沈線による曲線文が描かれ、体部は地文のみ

である。148・ 149は 浅鉢で、口唇部に沈線がある。150。 151は 口縁部に平行沈線、152は 口縁部に刺突列と

沈線が巡る。153は磨消による雲形文が施され、外面に赤色顔料が付着する。154～157は台付鉢である。

154は口唇部に刺突と突起があり、口縁部の平行沈線間に刺突が施され、体部は地文のみである。155

～157は 台部のみである。157は沈線を境にミガキによる無文部と地文部に分かれる。158～ 1641よ 壼であ

る。158～ 160は 同一個体の広口壼で、口唇部は刻み、顎部は無文、肩部は羊歯状文、体部は磨消によ

る雲形文となる。162は工字文状の隆帯と突起があり、突起部分に横方向の貫通孔がある。163・ 164は小

形壼の体部で、磨消による雲形文が施される。165・ 166は小片で、165は皿の底部付近、166は 注口土器の

体部と推定される。いずれも晩期中葉と考えられる。

③ 時 期不 明

[遺構内]1(S1101)は小形土器の底部である。3(S F 101)は 埋設土器で、平底であるが底面がやや

丸みを帯び安定しない。 6～ 9(S K 101)は 深鉢の口縁部で、無文帯に沿って縄圧痕や沈線がみられ

る。10～ 12は深鉢の底部で、10・ 11は底面に木葉痕、12は網代痕が確認できる。13・ 14(S K 102)は 無文帯
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2 出土遺物

のある口縁部である。16(S K 102)、 18(S K 104)、 19。 20(S K 107)、 22(S K 110)は 深鉢の底部で、19。 22

は底面に網代痕が確認できる。23。 24(S K lll)は 深鉢の体部片で同一個体であ り、底部付近が ミガキ

により無文となる。25(S Kl17)、 26(S K126)は 地文のみの口縁部である。27(S K126)は ミニチュア土

器の底部である。28(S K 127)は小波状の口縁部で、日縁に沿った弧状の沈線 と刺突が施される。29(S

K127)は 地文上に横位の結節回転文がみられる。30(S K127)、 35～ 37(S K 128)は深鉢の底部、33(SK
128)は 深鉢の口縁部付近である。

[A区 ]101～ 104は 口縁部片で、101は網 目状撚糸文、102は不整撚糸文、103。 104は 無文である。104は壷

の口縁部とみられる。105～ 1091ま 体部片で、縄文のみである。110～ 117は底部片で、■0。 lllは底面に木

葉痕、112・ ■3は網代痕が確認できる。

[B区 ]167～ 172は地文のみの口縁部片で、167と 168、 170と 171はそれぞれ同一個体である。173～ 177

は無文の口縁部で、173と 174、 175と 176は それぞれ同一個体である。いずれも口縁部が内湾する器形で

あるが、173・ 174は 口唇部が平坦で、175。 176は やや先細 りとなる。177は口唇部に指頭圧痕が施され、顎

部は無文である。178～182は地文のみの体部片である。183～186は体～底部で、183・ 184は底部付近が無

文となるのに対 し、185。 186は底部まで縄文が施文される。187～ 197は底部のみで、187と 188は底面に木

葉痕が確認できる。198は台付土器の台部で、地文が僅かに確認できる。

(2)石 器 (第26～36図、写真図版30～36)

129点 を掲載した。剥片石器と礫石器があり、剥片石器は■2点 (2,146.8g)、 礫石器は16点 (35714.7g)

である。剥片石器は、石鏃、尖頭器、石錐、石匙、石箆、削掻器類、異形石器、打製石斧があり、礫

石器は、敲磨器類、台石、石皿がある。これら以外に、剥片8,129.3g、 石核 6点 (2,182.lg)が出上し、

石核は 1点 (125)を 図化した。

石器は、出土地点により遺構内・遺構外に分け、遺構内出上分は遺構別、遺構外出土分は器種別に

分けて掲載した。石鏃と石匙はさらに形態別に分類している。遺構内で出土したものは少なく、大半

が遺構外からの出土である。

石質は、頁岩、珪質買岩、赤色頁岩、安山岩、凝灰岩、砂岩、デイサイトなどがあり、剥片石器は

殆どすべて買岩製である。産地は奥羽山脈、時代は新生代新第三紀のものが大半を占める。

① 石 鏃

27点掲載した(遺構内 :6、 遺構外 :21～46)。 基部の形態により、有茎 12点 (6。 21～ 31)、 無茎凹

基 7点 (32～38)、 無茎平基 7点 (39～45)、 不明 1点 (46)に分類 した。A区遺構外で出土した14点中13

点は無茎であり、B区遺構外で出土した9点中8点は有茎である。

② 尖 頭 器

A区遺構外で 1点出上した(47)。 先端部 。基部ともに欠損により不明である。

③ 石 錐

7を点掲載した (遺構内 :1・ 10、 遺構外 :48～52)。 つまみを有するものとそうでないものとが見ら

れる。

④ 石 匙

26点掲載した(53～ 78)。 すべて遺構外出土である。つまみの位置により、縦型 (53～ 67)、 横型 (68

～74)、 斜型 (75～ 78)に分類できる。大半は片面加工だが、両面加工のものも数点ある。形態は、四

角形、三角形、楕円形、柳葉形、半月形、扇形など多様である。70は ツマミ部分にアスフアル トが付

着していた。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

⑤ 石 箆

20点掲載した (遺構内 :13、 遺構外 :79～ 97)。 左右対称で一端が広がる形態のもので、両面加工と

片面加工のものがある。遺構外出上の19点 中17点 はA区出上である。

⑥ 削掻器類

29点掲載した(遺構内:2・ 11・ 12、 遺構外:98～ 123)。 上記以外の不定形の石器をここにまとめている。

形態は、精円形、半月形、柳葉形、不整形など多様であり、両面加工と片面加工のものがある。

⑦異形石器           ´

A区遺構外で 1点出土した(124)。 上部につまみがあり、下部は2叉に分かれる。

③打製石斧

A区遺構外で 1点出土した(126)。 敲打調整により側縁部に刃部を有する。

③敲磨器類

凹痕・磨痕を有するものをまとめた。10点掲載した(遺構内 :7。 14～ 18。 20、 遺構外 :127～ 129)。

凹痕はすべてにみられ、磨痕があるのはこのうち3点 (7・ 14・ 127)である。

⑩石皿・台石類

6点掲載した(3～ 5。 8。 9・ 19)。 すべて遺構内出土である。成形加工したものを石皿、明瞭な

加工痕がなく使用痕のみ確認できるものを台石とした。5・ 8・ 19は石皿で、いずれも表に凹面が形

成されている。3・ 4・ 9は台石で、3は磨痕、4は敲痕と擦痕、9は線条痕が確認できる。4・ 5

は、S1101竪穴住居跡で炉石に転用されていたもので、5に は被熱痕がみられる。
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2 出土遺物
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物
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2 出土遺物
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2 出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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2 出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第2表 出土地点別遺物重量計測表

遺構名
礎 X主 希

No
石器血

隠文土器

(質 )

則片 石 番

(質 )

礫 石 器

(宮 )

削片 石彰

(g)
備考

srlol 1(石錐 )、 2(削掻 )、34(台石 )、 5(石皿 ) 389 12495モ

R2R 唾設土器

SN101 潰物 な 1

SN102 畳物 な し

ミN104 量物 な し

SK101 12 303

】K102 13～16 ,(石鏃 ) 1472写 11

3K103 17 327(

(ヽ104

3K105 鍔 走

3K106 ,(敲磨器類 )、 8(石皿 )、 9(台石 ) 164021

K 07 1920 10(石錐)、 11(削掻) 530 843; 石核 8245質 (1点 )含む

柔 08 21 1そ

SK109 283(

SK 22 1531

Kヽ 587そ

SK 置物 な し

SK 置物 な 1フ

SK 78〔

Kヽ 12(削 掻) 37を

3K 50ゼ

3K 35ユ

SK

Kヽ 置物 な し

SK122 IR(石 優 )

SK125 遺物なし

SK126 122(

塊～ 鮒 t4～ 16(敲磨器類 ) 12AR` 491C

1399( 3751判 125(

1も 7

3 遺物 な し

X 32 器類 〕 55イ

】K133 潰物 た 1´

3K134 874

iK135

3K 置物 な し

SK137 陰物なし

SK138 34イ

A区遺構外 39～ 117
ι13Z～ 373V～ 4う くね鏃 ,、 4/(矢吸喬 ,、 4も～うυ(ね 錐り、03～ 0う ∝ り,rわ
イイ石星ハ 70～蝠 r石 笛ヽ0父～iつ曲 1務 1ヽ,4`塁杉ゝ1ク勇r肩膨】、1クハr粛雀ヽ 283861 1486 65131

白弦 13b76gくぅ点 ,営コ

B区遺梼外 118～ 198
ク～か 40(4E鏃 り、bl bZ(41策 ,、 60イυ～ rZ rr rtl(れ 匙ブ、υO(4H昆 ,、 115～
11負 r翫 1擦、 1ク7～1'Cr討 盛黎題ヽ

22540( 338E 1263, lmЭ oを

3区遺構外 199 1205〔

反競外 トレンチ 73(石 匙 )、 ■9120(削 掻 ) 986` 62{

区域外表孫 103卜 饂(な鎮)、 6774(石社)、 97(石 箆)、 121～ 123(削掻) 136, 565q 皇躍石片14g含 む

計 641879 21468 35714写 10311コ

-57-



2 出土遺物

第3表 縄文土器観察表①
No 出土地点 層 位 器種 残存部位 文様 特徴 時期 備考

1 ■101南側 埋 土 小形深鉢 底部

2 悦101東側 埋 土 深鉢 体部 体 :隆沈線 (縦 ) ■期後葉

3 SF101 埋設土器 深 鉢 体～底部 体 :LR(横～斜 )、 底部付近無文 後期前葉

4 SK101 床面 RPl 深 鉢 日縁～体部
吹瓜口豚/1本 :ヽし(板 ～対′→十行狂耀→暦 Y同 (1」 |し 」

=阪
面  ゝ 田杉黄14 変期前葉 外面スス付着

5 3K101南側 埋上下位 深 鉢 口縁部
狭菰LH豚/凹柩 「しヽ (凍 ,→狂H/R ttV日 (石円杉 ,、 波瞑FiSI

=iR‐

後期前葉 外面スス付着

3Kl 北 側 埋土下位 深鉢 口縁都 歿状 口縁 /口縁 :LR(横 )、 LR圧痕 (横 )、 無文帯 後期前葉 外面スス付着

7 SK] 埋上下位 深鉢 口縁部 回縁 :無文帝、RL圧痕 (横 )/体 :RL(横 ) 後期前葉

3Kl 南側 埋上下位 深 鉢 口縁 部 口縁 :無文/体 :LR(横
) 後期前葉

9 SK] 南側 里土上位 深鉢 口縁部 波状口縁/日縁 :LR(横 P)、 平行沈線、無文帯 後期前葉

SKユ 北 側 埋土下位 深鉢 底部 氏 :木粟痕

と1 SKユ 埋上下位 深鉢 寅部 底 :木葉痕

12 3K10 北 側 里土下位 深鉢 底部 真 :絹代痕

と3 SK102南側 埋土上位 深 鉢 口縁部 波状口縁/日縁 :無文/体 :LR(横 ) 後期前葉

14 】K102南側 里土上位 深鉢 口縁部 炭状口縁/口縁 :LR(横 )、 無文帝、LR圧痕/体 :LR(横 ) 後期前葉 外面スス付着

と5 〕K102北側 埋土上位 深鉢 日縁部 波状口縁/口縁 :RL(縦～横 )→ 沈線 磨消、烹J突 後期前葉 内外面スス付着

16 〕K102南側 埋土上位 深 鉢 底 部 貞 :網代痕

17 SK103 埋 土 深鉢 体部 体 :隆帯→刻み、弱い沈線 (山 形 ) 前期前葉

SK104 里土 深鉢 底部

SK107 里土 深鉢 底部 底 :網代痕

SK107 里土 深鉢 底部

SK108 埋 土 深鉢 体部 体 :沈線内 RL(縦 ) 後期前葉

SKl10 理 土 深 鉢 底部 底 :網代痕

２３

一災
SKll] 埋土上位 深 鉢 体 部 体 :RL(横～斜 )、 底部付近無文

A区 中央道路側 と接合
23%同一、外面スス付着

25 7 里土 深鉢 口縁部 口縁 :LR(横
)

26 SK 里土 深 鋏 口縁～体部 日縁 :無文、体 :LR R羽状非結束 (横 ) 界面スス付着

SK 理 土 底部

SK127 呈土 深鉢 P 口縁部 小波状口縁/口縁 :沈線 (波状 )、 刺突2列

SK127 里土 深鉢 日縁～体部 口縁～体 :RL十 RL結東2種 (横 )
づ 睦 紺 囲 HH米 皿 悟 こ 4tO、

SK127 里土 架鉢 体 ～底部 体 :LR(橋 ) 対面スス付着

SK128 里土 鉢 口唇 :刻み/日縁 :平行沈線/体 :LR RL羽 状非結東 (横 : 晩期中葉 外面スス付着

SKl% 里土 鉢 口縁部 日縁 :羊歯状文、沈線 /体 :LR(積 ) 免期中葉 内面スス付着

SK128 里土 深鉢 日縁部 口縁 :LR(横 ) 外面スス付着

SK128 里土 深鉢 口縁～体部 日縁 :無文/体 :RL(横 ) 外面スス付着

SK128 理土 栗鉢 体～底部 体 :RL(横 )、 底部付近無文 外面スス付着

SK128 埋 土 深鉢 底部 体 :RL(斜 )、 底部付近無文

SK128 埋 土 深鉢 底部

SK132 底面 ぷ 口縁 :羊歯状文、沈線/体 :LR(横 )、 底部付近無文 免期中葉 SK130埋土 と接合、小孔あ り

39 A tt BT93‐ 94沢側 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :刺突、細沈線 (格子 目状 )、 貝殻腹縁圧痕、条痕 (縦 斜 早期中葉

40 A区北端 I層 深鉢 体部 体 :刺 突 (円 形 )、 貝殻腹縁圧痕 (縦 ) 早期中～後要

A tt BT91 92 Ⅱ層 深 鉢 体部 体 :刺 突、貝般腹縁圧痕 (縦 ) 早期中～後要

42 A tt BT91 92沢 側 Ⅲ層

深鉢

口縁～体部
波状口縁/口唇 :刻 み/口縁 :内外面貝殻腹縁圧痕 (斜 )

/体 〔条痕文 (縦 )
早期中～後環 42～44同一A tt BT91 日縁部

翻 A tt BT91 口縁部

45

A tt BT92つ 3中 央 Ⅲ層 果鉢

日縁～仏部

45～り 同一

46 回縁部

口縁 部
横 斜 )、 沈線間に刺突列

早期中～後棄

48 体都

49 体部

50

51

52

53

A tt BT91-弦沢側 Ⅲ層 果鉢 体部 体 :条痕文 (外面は維～斜、内面は横～斜 ) 早期中～後葉

A区 中央道路側 I層 朱鉢 日縁部 回縁 :単絡 1類 R(維 | 前期前葉 繊維含む

A tt BT鋸 -94沢側 Ⅲ層 条鉢 体部 体 :RL tt LR羽 状非結東 (横 )、 ループ文 前期前葉 繊維含む

A区北端沢側 Ⅲ層 朱鉢 体部 体 :RL+LR羽 状非結東 (横 ) 前期前葉 繊維含む

A tt BT92つ 3沢側 Ⅱ層 果鉢 体 部 体 :LR(横
) 前期前葉

じl υZ―υ3風 lJJ不 と教含
餓締合 すf

代区北端沢側 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :RL(横 ) 前期前葉 繊維含む

A区北端 I層 深 鉢 体～底都
暦 :上 4ヱ L R羽 状ヲF絹栞 (横 )、 卜位 RL(積 )、 底部付 進

前期前葉 繊維含む、底径90伽

A tt BT9み 93沢側 I層 深鉢 体～底部 体 :RL LRΣ 可】犬ブト結東(縦 ) 前期前葉 懺維含 む

A区 Jヒ端沢IFl Ⅲ層 深鉢 底部 前期前葉 餞維含 む

A区北端沢狽‖ Ⅲ層 深鉢 体部 体 :単絡5類 前期前葉

A tt BT91 92 I層 深鉢 体部 体 :RL(横 )、 結節回転文 (横 ) 前期前葉

A tt BT91 92沢 側 El層 深鉢 体部 体 :LR(横 )、 鋸歯状沈線 (横 )、 刻み (縦 ) 前期前葉
６５

一
６６

A tt BT92‐ 93 Ⅱ層 深 鉢 日縁部 日縁 :RL(縦 )、 床1突2列 (横 ) 前期前葉 3566同 一

A区沢の西側 Ⅲ層 深 鉢 日縁部 口縁 :押 引文2列 (横 )、 S字状連鎖沈線 前期前葉

A tt BT91つ 2沢側 Ⅲ層 深 鉢 日縁部 日縁 :押 引文3列 (横)/体 :RL(横 )、 結節回転文 (横 ) 中期前葉
蝋面スス付着

A tt BT91‐ 92沢狽1 Ⅲ層 深 鉢 口縁部 波状日縁/日縁 :平行沈線 (斜 縦 横 ) 中期前葉
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第3表 縄文土器観察表②
llo 出土地点 層 位 器 種 残存部位 文様 特徴 時期 備考

A区中央道路側 Ⅱ層 集鉢 口縁部 波状口縁/口縁 :平行沈線 (横 ) 中期前葉 内面 スス付 着

7] A tt BT91 深鉢 本部 体 :平行沈線 LR(横 ) 中期前葉

A tt BT91 92沢側 Ⅲ層 深鉢 広部 体 :平行沈線 とR(横 ) 中期前葉

A tt BT9495風倒本 深 鉢 口縁 部 日縁 !隆帯→刻み、結節回転文 (横 ) 中期前葉 7374同 一
留

A tt BT9495風倒木 深 鉢 体部 口縁 :隆帯→刻み 中期前葉

A tt BT94 95風倒木 深鉾
口縁部

口縁 :刺突2列 (横 ) 中期前～ 中要 /677同 一
体部

A tt BT93‐ 94 Ⅱ層 深鉢 体部 体 :刺突列 (横 )、 沈線 (横 ) 中期中葉

つ A tt BT9み93 I層 深鉢 体 部 体 :隆沈線区画内刺突、LR(縦 ) 中期中棄

80 A tt BT95よ り南 Ⅱ層 深鉢 体 部 体 :隆沈線区画 (横 )、 LR(縦 ) 中期中葉

A tt BT98 94 Ⅱ層 深 鉢 体 部 体 〔沈線区画内 LR(斜 ) 中期中葉

A区沢の西側 Ⅲ層 深鉢 口縁都 日縁 :隆帯 (横 )2条 中期 中葉

A tt BT91 深 鉢 口縁部 波状口縁/回縁 :貫通孔、刺突 中期中葉

A区南端 I層 深鉢 口縁部 日縁 :隆線区画内 Rし (縦 ) 中期中葉

A区南端 S1101付 近 I層 楽鉢 日縁部 口縁 :隆帯 (渦巻文 ) 中期 中葉

86 A区沢 の西側 皿層 朱鉢 体部 体 :LR(縦 横)→細い隆帯 (渦 巻文 ) 中期中葉

A区南端 S1101付 近 I層 架鉢 体部 体 :RL(縦 )、 隆沈線 (横 ) 中期 中葉 界面ス ス付着

A tt BT95よ り南 I層 朱鉢 日縁部 口縁 :無文/体 〔沈線 (横 )、 RL(縦 ) 中期中葉

A tt BT95よ り南 Ⅱ層 果鉢 体部 体 :LR(縦 )、 隆沈線 (縦 ) 中期後葉

A tt BT94 95 Ⅲ層 朱鉢 体 都 体 :LR(横 )、 隆沈線 (縦 ) 中期後葉

A tt BT93 94沢付近 I層 宋鉢 口縁～体部 回縁～体 :隆沈線区画 (「逆 UI字状)内 LR(縦 ) 中期後葉 BT92 93中 央Ⅲ層 と接合

A tt BT9495 Ⅱ層 朱鉢 口縁部 日縁 :隆沈線 中期後葉

A区南端 I層 衆錬 口縁 部 ヨ縁 :隆線区画内単絡 類 R(横 ) 中期後葉 外面スス付着

94 A tt BT95よ り南 Ⅱ層 深 鉢 体 部 体 :沈線区画内 RL(横 中期後葉 91・面スス付着

A tt BT94 95風倒本 深鉢 体部 応 :沈線区画内 LR(横 ) 中期後葉

A区沢 の西側 Ⅲ層 深 鉢 体音Б 体 :沈線区画内 LR(横 中期後葉

A区中央道路側 Ⅱ層 深 鉢 日縁部
縁

と

コ

前

Rし く棋,一半行泥線 (棋 IIt紺 ,一二月形睦国内暦 Y同
後期前葉

A tt BT91 92道路側 Ⅲ層 浜 錬 口縁 部 口縁 :LR(横 )→平行沈線 (横 斜 )→ 三角形区画内磨消 後期前葉

A区中央道路側 I層 深 鉢 体 都 体 :沈線 後期前葉

A tt BT90つ 1 Ⅲ層 深 鉢 体部 体 :沈線 後期前葉

A tt BT9495沢側 Ⅱ層 深 鉢 口縁部 日縁 :単絡5類

A区北端道路側 Ⅲ 層 深鉢 口縁部 口縁 :不整撚糸文 (横 )

A tt BT91 92沢側 Ⅲ 層 深鉢 回縁部 日縁 :無文

104 A tt BT9] 一霊 口縁部 口縁 :無文

105
A匹 ヨヒ茄 休 側

(調 春 区 靖 )
Ⅲ層 深鉢 体部 体 :LR(縦

)

106 A区南端 S1101付 近 I層 深鉢 体部 体 :RL(横 )

107 A tt BT91 深鉢 膝著[ 体 :RLR(縦 )、 底部付近無文

108 A tt BT90 91 Ⅲ層 深鉢 体 都 体 :LR(横 )

109 A tt BT93‐94 Ⅱ層 深鉢 体 部 体 :LR(横 )

A区北端沢側 Ⅲ層 深 鉢 貞都 底 :木葉痕

A tt BT91 92 I層 深 鉢 底部 底 :木葉痕

112 A tt BT98 94 I層 深鉢 底部 底 :網代痕

A区北端落ち込み I層 深鉢 底部 底 :網代痕

A tt BT91 深鉢 底部

A区北端道路側 Ⅲ層 深鉢 底 部

A tt BT95 小形深鉢 体～底部 体 :RL(横 ～斜 )

A tt BT91‐ 92沢側 Ⅲ層
アユナエく

ヽ
業 底 部

B2区東側 Ⅲ層 深鉢 日縁～体部 体 :RL(横 ) 早期 末葉 繊維含 む

B2区東側 Ⅲ層 深鉢 底部 底 :尖底、LR 早期 末葉 戯維含 む

1″ЭB区平坦部西側 I層 深鉢 底部 前期前葉 繊維含 む

B区平坦部東側 Ⅲ層 深鉢 質部 前期前棄 繊維含 む

122 B区 Ⅲ層 決欽 質部 前期前葉 繊維含 む

123 B2区 中央 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :LR(縦 )→細い隆帯 (横 縦 ) 中期前葉

124 8区山側東側 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :Rし (縦 )→隆沈線 (横 縦 ) 中期前葉

125 B区山側西端 Ⅲ層 深鉢 体 部 体 :LR(縦 )→沈線 (横 縦 ) 中期前棄

126 B区風倒木 深鉢 体部 体 :RLR(縦)→平行沈線 (横 ) 中期前葉

127 B2区西側 Ⅲ層 深 鎌 口縁部 回唇 :沈線/口縁 無文 中期中葉

128 B2区東側 Ⅲ層 深 鉢 回縁部 波状口縁/口唇 :波頂部に隆沈線 (渦巻状 ) 中期中葉

129 B区山側西端 Ⅲ層 深 鉢 体部 体 :沈線区画内 RL(縦 ) 中期中棄

B区山側西側 Ⅲ層 深鉢 回縁部 口縁 :平行沈線、LR(縦 ) 中期中葉

B区山側東側 Ⅲ層 深鉢 回縁部 口唇 刻 み 中期 中葉

B2区西側 Ⅲ層 深鉢 日縁部
廃状 口縁 /回唇 :波頂部 に細 い隆情 (渦 巻猿 ,/口 縁 :翠

●/休 :IMVれ 中期中葉

B区 山側西端 Ⅲ層 鉢 体部 本 :沈線区画内 RL(横 縦 ) 中期 中葉

B区 山側西側 Ⅲ層 深鉢 口縁部 ヨ唇 :刺突/口縁 i隆線区画内 LR圧 痕 中期 中葉

B2区西側 Ⅲ層 深鉢 口縁部 ヨ唇 :太い刻み/口縁 :RLR(縦 ) 中期中葉

B区 山側西端 Ⅲ層 深鉢 回縁部 ヨ縁 :隆帝 (横 ) 中期後葉

B区 山側西端 Ⅲ層 深鉢 口緑部 ヨ縁 :隆帯 (横 ) 中期後葉

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物
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2 出土遺物

第 3表 縄文土器観察表③
blo 出土地点 層 位 器 種 残存部位 文様 特徴 時期 備 考

B2区東側 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :沈線 (ク ランク状 ) 後期前葉

B区山側東側 Ⅲ 層 深鉢 本音Б 体 :LR(横 )→沈線 (弧状 円形)→磨消 後期前葉

B2区 中央 Ⅲ 層 深 鉢 本音Б 体 :沈線 (弧状 )、 貼瘤 後期前葉

B2区東側 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :RL(維 )、 沈線 (横 弧状 )、 貼瘤 後期後葉 外面スス付着

142 B2区東側 Ⅲ 層 深 鉢 本音【 体 :沈線 (横 )、 貼瘤 後期後葉
内而スス付差

143 B2区東側 Ⅲ層 深 鉢 本書L 体 :LR(横 )、 沈線 (弧状 )、 貼瘤 後期後葉

B2区東側 Ⅲ層 深鉢 ヨ縁 音Ь 日縁 :縄文 (原 体不明)、 沈線 (横 楕円 )、 貼瘤 後期後業

B2区東側 Ⅲ層 深鉢 体部 体 :LR(縦～斜 )、 貼瘤 後期後葉

B区平坦部西側 Ⅲ 層 鉢 回縁～体部
J唇 :亥」み、突起/trH:陸 0(上写状 ,、 突遷/4本 :LR(横

晩期中～後葉

B区平坦部東側 Ⅲ 層 鉢 回縁 ～体部 回唇 :刻 み/口縁 :沈線 (横 雲形)/体 :RL(横 ) 晩期中葉 内面スス付着

B区風倒木 陵土 茂 鉢 口縁 部 日唇 :沈線、突起/口縁 :LR(横 )→沈線 磨消 (雲形文 ) 晩期中葉 外面磨減

B区 Ш 層 浅鉢 日縁 部 口唇 :沈 線、突起 /国縁 :沈線 晩期中葉 外面磨減 スス付着

B区平坦部東側 Ⅲ 層 鉢 口縁 ～体部 口唇 :沈線、突起/口縁 :平行沈線 (横)/体 :LR(横 ) 晩期中葉

B区風倒ホ 覆 土 鎌 日縁～体部 口唇 :刻 み/口縁 :平行沈線/体 :RL(横
) 晩期中葉

B区中央 鉢 口縁 部 口縁 声」突、沈線 (横 ) 晩期中葉

B区中央 鉢 ? 体部 応 :LR(横 )→沈線 磨消 (雲形文 ) 晩期中葉

B区風倒ホ 覆土 台付鉢 口縁～台部
口唇:刻み、突起/凹稼 !半行泥/7R(梗 ,→界」突/体司∫LR輛

免期中莱

B区山側西側 Ⅲ層 台付鉢 台部 台 1無文 免期中葉

B区山倒西端 Ⅲ 層 台付鉢 体～台部 体 :LR(横)/台 :無文 免期 中葉

B区山側西端 Ⅲ層 台付鉢 台部 全 i無文帯、沈線 (横 )、 RL(横 ) 免期 中葉

158 B区山側西側

Ⅲ層 広 口重

口縁 音[

口唇 :刻 み/口縁 :無文/体 :羊 歯状文、沈線 (横 )、 LR(横
→沈線 磨消 (雲形文 )

児期中葉 158～ 160同 一159 B区平坦部東側 体部

160 B区山側西側 体部

B区中央 壷 P 体 部 ヨ縁 :沈線 (横 )、 無文帯 兜期中葉

162 B区山側西端 Ⅲ層 日縁 部 ヨ縁 :無文、隆帯 (工字状 )、 突起 (横 に貫通孔 ) 兜期中葉

163 B区山側西端 Ⅲ層 重 体部 体 :LR→ 沈線 磨消 (雲形文 ) 兜期 中葉

164 B区山側西端 Ⅲ層 一霊 休都 本 :LR→沈線 磨消 (雲形文 ) 免期中葉 勺外面スス付着

165 B区山側西側 Ⅲ層 皿 P 膝者Б 本 :LR→沈線  磨消 (雲形文 ) 兜期中葉 」ゞしあり
166 B区風倒木 注回 ? 体部 体 :沈線、突起 晩期 中粟

167 B区山側西端
Ⅲ層 深 鉢

口縁～体部
口縁～体 :LR(横 )

167168同一

内外面スス付着168 B区山側東側 口縁部

169 B区山側東側 Ⅲ層 深 鉢 口縁部 口縁 :とR(横 ) 外面スス付 着

170 32区東側
Ⅲ層 深鉢 口縁～体 :LR(横 ) lЮ 171同 一

32区東側 ヨ縁 部

172 B区平坦部西側 Ⅲ層 深 鉢 ヨ縁 部 口縁 :LR(横 ) 外面スス付着

173
B2区東側 I層 深鉢

口縁部
日縁～体 :無文

173174同 一

外面スス付着174 口縁～体部

32区東側
Ⅲ層 深鉢

口縁～体部
口縁～体 :無文

175176同一

小孔あ り、外面スス付着B区山倒西端 口縁部

B区 Ⅲ層 楽鉢 ヨ縁言ト 口唇 :指頭圧痕/回縁 :無文 外面スス付着

B区平坦部西側柱穴 ? 深鉢 体部 体 :RL(横～斜 ) 外面スス付着

B区平坦部風倒木 深鉢 体部 体 :L(斜 ) 内面スス付着

B区風倒本 覆土 深鉢 膝部 体 :L(縦
)

B区山側東側 lll層 深鉢 体部 体 :LR(斜 ) 外面スス付着

B区風倒木 覆土 深 鉢 体 部 体 :RL(横
)

B区風倒木 覆土 深 鉢 体～底都 体 :LR(縦 )

184 B区平坦部東側 肛層 深 鉢 体～底部 体 :LR(横
) 対面スス付 着

B区山側西端 Ⅲ層 深 鉢 体 :LR(横～斜 ) 勺面スス付着

186 B区南東端 I層 深鉢 体～底部 体 :LR(横 )

187 B区山側西側 Ⅲ層 深鉢 底部 底 :木葉痕

188 B2区東側 Ⅲ層 深鉢 底部 底 :木葉痕

189 B区 Ⅲ層 深鉢 底部

190 B2区東側 Ⅲ層 深鉢 底部

B区山側東側 Ⅲ 層 深 鉢 底部

192 3区斜面西側 Ⅲ 層 宋鉢 底部

193 3区 山側西端 Ⅲ 層 栗鉢 底都

194 32区中央 Ⅲ層 宋鉢 底部

195 3区 山側西端 I層 案鉢 底部

3区 Ⅲ層 宋鉢 底都

3区 T54 Ⅲ層 朱鉢 底部

3区平坦部東側 Ⅲ 層 台付深鉢 ? 台部 体 :RL(縦)/台 :無文

ε区杭 N付近 Ⅲ～Ⅳ層 朱鉢 口縁～底部 波状口縁 (4単位)/休 :RO段3条 (横)/底 :尖底 早期 末棄 小孔あり
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第4表 石器観察表①
l・lo 種別 出土地点 層位

さ

ｍ

長

ｍ
叩昌

(mm)
磨
ｍ

襲
ω

石 質 産地 時代 備 考

1 ξ錐 S1101南側 埋 土 岩 発羽 山脈 新生代新第三紀

剣掻器類 ]1101商 lEl 埋 土 (3851 ］石 片面加工

3 ζ石 来面 Sl 50100デ イサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 表に磨痕、灰岩に近い P

4 台石 ■101 炉 石 (277) 254 50000砂 岩 奥羽山脈 新生代新第
=紀

表に敲痕

5 S皿 】101 炉石 (1831 7 248581 イサイ ト 奥羽山脈 新生代新第三紀 一部被熱

6 巨鏃 SK102封 ヒlFj 底面 11 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 有茎、未成品 ?

7 改磨器類 SK106 里土 S3 68971デ イサイト 表に磨  回痕、裏 に磨痕

8 石皿 SK106 里土 Sl 330 147000砂 岩 匙羽 山脈  新生代新第三紀

9 台石 SK106 里土 S2 (278 疑灰岩 奥羽山RvFR 新生代新第三紀 表に線条痕

石錐 SK107南側 里土 (382 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

11 !」 掻器類 3K107北 側 里土 473 17 山石 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

12 判掻器類 3Kl15南側 里土 369 17 378買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 片面加工

13 石箆 SK122 里土 岩 処羽 山脈 新生代新第三紀 両面加工

14 牧磨器類 3K127 里土 6 7938安山娼 羽山RFk 新生代新第三紀 貢に磨痕、表 に磨  凹痕

讃磨器類 SK127 塁土 4047凝灰岩 惑羽 山脈  新生代新第三紀 表 裏 側面に凹痕

磨器類 SK127 里土 2〔 29251 疑灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 表 裏に凹痕

it磨器類 3K128 里土 2384凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 表 裏 側面に凹痕

牧磨器類 SK128 塁土 77 4 4280凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 表 裏に凹痕

19 石 皿 SK128西側 里土 6 30850凝 灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 黒任物管付着

改磨器類 SK132 里土 3107砂岩 司可山脈  新生代 /Ff第 三紀 裏 に凹痕

21 石 鏃 A区沢 の西側 Ⅲ層 136 岩 宵≧

鋲 B区平坦部西側 Ⅲ層 (323 4 と6買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 有基

石 鏃 3区平坦 都東側 Ⅲ層 (288 151 ］石 奥羽山脈 新生代新第三紀 有茎

石 鏃 32区 中央 Ⅱ層 4 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 有茎

石鏃 B2区 中央 Ⅲ層 (24 3 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 有基

石 鏃 32区 東側 Ⅲ層 (212 4 岩 羽 山脈  新生代 4Jr第三紀 有茎

ξ鏃 32区 東側 Ⅲ層 (203 11 1 05買岩 司】山脈  新生代新第三紀 垂

ξ鏃 32医 吏側 Ⅲ層 (213 匙羽 山脈  新生代新第三紀 宵垂

ζ鉄 32区 東側 Ⅱ層 (234 111 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 有茎

写鏃 三域外 表採 (215 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 有≧

ξ鏃 Z域外表採 2 ］石 奥羽山脈 新生代新第三紀 有茎

写鏃 区ヽ北端沢側 Ⅲ層 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 無差 凹基

ξ鏃 区ヽBT9多93 Ⅲ層 248 ll 中石 新第三紀 無茎 ・凹基

ξ鏃 区ヽBT93 94 旺層 岩 羽 山脈  新生代新第三肥 無茎  凹基

写鏃 区ヽBT93 94 Ⅲ尼 28〔 ll頁岩 匙羽 山脈 新生代新第三紀 無茎  凹基

写鏃 生区BT93 94 Ⅲ層 26[ 202 3 10買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 無茎 凹基

ξ鏃 生区BT95 (236 06更岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 無 茎 凹基

ζ鏃 Z域タト表採 296 4 岩 奥羽山LFR 新生代新第三紀 無茎 凹基

5鏃 生区北端 Ⅱ層 238 09買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 無 茎 平基

ξ鏃 区ヽ北端中央 Ⅱ層 3 岩 男可山脈 新生代新第三紀 無茎 平

ζ鏃 生区北端中央 lIザ冒 4 岩 発羽 山脈 新生代新第三紀 無茎 平

42 写鏃 生区BT91 92沢 側 El層 06頁岩 え羽山脈 新生代新第三紀 無茎 平基

ζ鏃 生区BT91つ 2道路倒 Ⅲ層 奥羽山脈 新生代新第二紀 無茎 平基

ξ鏃 生区BT94 95 Ⅲ層 33( 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 無茎 平基

ζ鏃 AttBT95よ り南 Ⅱ層 176 3 山石 奥羽山脈 新生代新第三紀 無茎 平基

46 ξ鏃 32区東側 Ⅲ層 (941 岩 奥羽山LFR 新生代新第二紀 基部不明

守 走頭器 AttBT91-92沢 側 Ⅲ層 (429 (276) 9 君 発羽 山脈  新生代新第三紀

写錐 生区北端沢側 旺層 327 179 9 57産質頁岩 え羽山脈 新生代新第三紀

ξ錐 区ヽ北端沢狽J Elザ薯 69[ 訂岩 え羽山脈 新生代新第三紀
glL 生区BT95よ り南 l」 ザ曽 買 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

ξ錐 32区東側 Ⅲ層 (366 25[ 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

ζ錐 32区東側 Ⅲ層 (262 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

ξ匙 A区北端沢側 Ⅲ層 287 頁岩 鶏羽山脈 新生代新第三紀 能型

54 ξ匙 A区北端沢側 Ⅲ層 (583 28 頁岩 処羽 山脈  新生代新第二紀 経型

ξ匙 A区北端沢狽‖ Ⅲ層 587 254 買岩 見羽 山脈 新生代新第三紀 維型

ξ匙 A区中央 Ⅱ層 (289 膏岩 是羽 山脈 新生代新第三紀 従型

区ヽ南側 I層 23〔 罠岩 処羽山脈 新生代新第二紀 従型

AttBT90 頁岩 是羽山脈 新生代新第三紀 従型、一部両面加工

g匙 AttBT91 92 Ⅱ層 (323 買岩 発羽山脈 新生代新第三紀 能型

巨匙 AttBT93 94 Ⅲ層 (襲 3) 頁岩 為羽山脈 新生代新第三紀 従型、両面加工

61 S匙 AttBT94 95 Ⅱ層 27ち 頁岩 廷羽 山脈 新生代新第三紀 と型

巨匙 AttBT94 95 Ⅱ層 1061 買岩 廷羽 山脈 新生代新第三紀 能型

日匙 生区BT94 95 Ⅲ層 33( 買岩 甦羽 山IFk 新生代 lyl第 三紀 能型

S是七 AttBT95よ り南 Ⅱザ習 三究」 甦羽山脈 新生代新第三紀 碇型、一部両面加工

A区沢の西側 Ⅲ 層 26; 83 貢岩 疋羽山脈 新生代新第二紀 従型

日匙 3区 山側西端 Ⅲ層 170 頁岩 疋羽山脈 新生代新第二紀 従型、一部両面加工

巨匙 Z域外表採 261 頁岩 鶏羽山脈 新生代新第三紀 従型

日匙 A区北端中央 圧層 (394 頁岩 を羽山脈 新生代新第二紀 貰型

日匙 A区北端道路側 Ⅱ層 llJJ 葺岩 廷羽 山脈  新生代新第三紀 型

巨匙 3区斜面東倒 Ⅲ層 49老 買岩 赳羽山脈 新生代新第三紀
頁型

ツマ さ1● アスファル トr■ 著

71 S尋遭 3区風倒木 53C ご岩 廷羽山脈 新生代新第二紀 黄型

32区東側 Ⅲ層 買岩 弩羽山脈 新生代新第三紀 貨型、両面加工

S匙 Z域外T57 (735 買岩 廷羽山脈 新生代新第三紀 黄型

S匙 丞域外表採 買岩 鳥羽山脈 新生代新第三紀 貨型

日匙 A区北側 1層 754 買岩 廷羽山脈 新生代新第三紀  1斜型、一部両面加工

日匙 AttBT93 94 Ⅲ層 136頁岩 甦羽 山脈 新生代新第三紀  1斜型

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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2 出土遺物

第4表 石器観察表②
llo 種別 出土地点 層 位

さ

い

長

儒
甲昌 磨

ｍ
襲
ω

石質 産地 時代 備考

77 S匙 3区斜 面西側 Ⅲ 層 927 11 241 冨岩 羽山脈 新生代新第二紀 斜型

日匙 32区東側 Ⅲ層 頁を 羽 山脈  新生代新第三紀 斜�

日箆 生区司ヒ側 Ⅱ層 623 343 ≡岩 冴可山脈  新生代新 第三紀 ●
「面加工

日箆 生区司ヒ側 I層 (581) 15イ 更岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 片面加工

81 S箆 生区ヨヒ側 Ⅱ層 642 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

節 生区北端沢碩1 Ⅲ層 49C 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

箆 生区北端道路側 Ⅱ層 822 (377 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 片面加工

S箆 生区BT92‐93 Ⅱ層 658 買岩 発羽 山脈  新生 rt新第三紀 キ面加工

固箆 生区BT92 93 Ⅱ層 三岩 キ面加工

86 日箆 区ヽBT92 93 Ⅱ層 721 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

巨箆 生区BT92 93沢 側 Ⅲ層 17〔 399 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

飾 医ヽBT98 94 Ⅱ層 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 一部画面加工

箆 生区BT93‐94 Ⅲ層 697 43乏 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 片面加工

箆 生区BT94 95 Ⅲ層 (3191 14( 25て 更岩 処羽山lFR 新生代新第三紀 片面加工

日箆 生区BT94 95 Ⅱ層 訂売雪 え羽山爪 薪生代新第三紀 キ面加工

S箆 生区BT94 95 Ⅲ層 1013 537 買 岩 甦羽 山脈  新生代新 第三紀 キ面加工

E「箆 生区BT94-95風 倒本 (512) 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

S箆 生区BT94‐95風倒本 342 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 キ面加工

箆 生区BT95 505 頁岩 甦羽山脈 新生代新第三紀 五面加工

箆 32区中央 Ⅲ層 632 買岩 発羽山脈 新生代新第二紀 可面加工

S箆 乙域外表採 44ユ 買岩

鉗掻器類 区ヽヨヒ側 Ⅱ層 (570 訂尭」 廷羽山脈  新生代新第三紀 キ面加工

狙掻器類 生区ヨヒ側 Ⅱ層 (492) 7 買岩 走羽山脈 新生代新第三紀 キ面加工

鉗掻器類 生区嘴ヒ端 Ⅱ層 31 買岩 廷羽山脈 新生代新第二紀 キ面加工

冊掻器類 生区北端 Ⅱ層 (467) 頁岩 廷羽山脈 新生代新第三紀 部両面加工

鉗掻器類 区ヽ北端沢狽1 Ⅲ 層 イ394 (177 6( 4 買岩 足羽山脈 新生代新第三紀 キ面加工

把掻器類 生区BT91 92 エザ暮 (461 11 露猪 廷羽山F」

FR 
新生代新第三紀 キ面加工

104 ∬掻器類 区ヽBT91つ 2沢側 Ⅲ層 873 葺岩 甦羽 山脈  新生代新第二紀 可面加工

105 鉗掻器類 区ヽBT93 94 Ⅱ層 露岩 巴羽山 jIFR 新生代新第三紀 可面加工

‖掻器類 区ヽ BT93‐ 94 Ⅱ層 貢岩 廷羽山脈 新生代新第三紀 キ面加工

107 鉗掻器類 生区BT9495 Ⅱ層 買岩 廷羽山脈基盤 ? 古生代後期 一部両面加工

108 ‖掻器頚 生区BT93 94沢 側 Ⅲ層 (720 22を 14 買岩 足羽山脈 新生代新第三紀 一部両面加工

109 糾掻器類 生区 BT94 95 Ⅱ層 52( 224 買岩 建羽山脈 新生代新第三紀 可面加工

■掻器類 区ヽBT94 95 圧層 136; 264 155 38 〔 葺境 羽山脈 新生代新第三紀 ―部両面加工

1 鉗掻器類 生区BT94‐95 Ⅱ層 56( 139 司】山脈  新生代新第三紀 キ面加工

2 鉗掻器類 区ヽBT95よ り南 圧層 80( 109 三岩 と羽山ffFR。 新生代新第三紀 !B工

3 ‖掻器類 3区 山側西端 Ⅲ層 (1144 買岩 患羽山脈 新生代新第三紀 写面加工

4 J掻器類 〕区山狽j西端 Ⅲ層 8 ミ岩 足羽山脈 新生代新第三紀 部両面加工

狙掻器頼 3区 山側東側 旺層 64ィ 393 葺岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 片面加工

鉗掻器類 32区 中央 旺層 86 411 ミ岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 一部両面加工

7 刊掻器類 〕2区東側 Ⅲ層 741 20透 羽山脈 新生代新第二紀 片面加工

鉗掻器類 32区東側 Ⅲ層 羽 山脈  新生代新第三紀 面加工

鉗掻器類 Z域外T14 Ⅳ層上面 67〔 241 ≡岩 羽山脈  新生代新第三紀 片面加工

120 刊掻器類 Z域タトT53 Ⅳ層上面 貫岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 キ面加工

鉗掻器頚 Z域外表採 (516 278 ミ岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 片面加工

鉗掻器類 Z域外表採 224 葺岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 両面加工

123 剣掻器類 Z域外表採 ミ岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 キ面加工

124 R形石器 区ゝBT91 92沢 側 Ⅲ層 よ色百岩 発羽山脈 新生代新第三紀 研面加工

ξ核 区ヽ北端道路狽J I層 529 1121 ぎ岩

丁製石斧 区ヽBT9∈91 I層 1223 401 3247 歩岩

127 萩磨器類 32区 西側 Ⅲ層 4 3208 イサイト 為羽山脈 新生代新第三紀

改磨器類 32区 西 lRl Ⅲ層 52 5734 疑灰岩 を羽山脈 新生代新第二紀

器 類 32区 東側 1層 3 3695 疑灰岩 見羽山脈 新生代新第三紀 貢 裏凹痕
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V 総 括

平成22年度の調査は、遺跡の南西側範囲を調査した。

縄文時代と推定される遺構は、竪穴住居跡 1棟 (A区 :S1101)、 土器埋設遺構 1基 (Btti S F

101)、 土坑26基 (A区 :S K 101～ lll・ 114・ 115、 B ttS K l16～ 118。 122・ 126。 127・ 128A。 128B。 130。

132・ 134・ 135'138)、 である。時期不明の遺構は、土坑 8基 (A区 :S K l12・ ■3、 B tti S K121・ 125・

131'133'136。 137)、 柱穴22基 (A区 :P101～ 122)、 焼± 3基 (C tt S N101・ 102、 B区 :S N104)である。

遺物は、縄文土器が早期中葉から晩期中葉まで、各時期のものが少量ずつ出土している。石器は、

石鏃、尖頭器、石錐、石匙、石箆、削掻器類、異形石器、打製石斧、敲磨器類、石皿 。台石などのほ

か、製品以外の剥片石器や石核などが出土している。

時期毎にもう少し詳しく述べていく。

縄文早期の遺構は確認されなかった。遺構外出土の上器は、貝殻腹縁圧痕を有するもの、表裏条痕

文を有するもの、縄文のみのものなどがあり、中葉～末葉と考えられる。

縄文前期は、A区の S K 103土坑で前期前葉とみられる土器が出上している。遺構外では散発的に

出上しており、胎上に繊維を含む前期前葉のものを主体とする。

縄文中期は、中期後葉の複式炉を持つ竪穴住居跡 l棟(A区のS1101)が確認された。遺構外では、

A・ B区で前葉 。中葉 。後葉の上器が少量ずつ出土している。

縄文後期は、後期前葉の上坑 3基 (A区の S K 101。 102・ 108)が確認された。この3基はA区南東側

にまとまっており、 S K 101・ 102は形状と規模から貯蔵穴と推定され、 S K 108は 坦土中から礫が大量

に出土しており、墓壊と推定される。同じA区の S K 106。 107・ ■1・ ■4は、時期を特定できる出土土

器がないものの S K 108と 同様に礫が出上しており、墓坂の可能性がある。遺構外出土土器は、A区

のものは後期前葉で、B区では、北東部B2区で後期後葉のものが出上している。

縄文晩期は、晩期中葉の土坑 2基 (B区のS K 128A・ 132)が確認された。 SK 128Aは礫が大量に出

上しており、墓墳と推定される。 S K132は、形状と規模はS K128Aに近いが、礫は出土していない。

同じB区の S K125。 126イよ、時期を特定できる出土土器がないもののS K128Aと 同様に礫が出上して

おり、墓墳の可能性がある。B区では遺構外でも晩期中葉の土器が出上しているが、A区では遺構内

外とも晩期の上器は出上していない。

これまでの調査を鑑みると、縄文早期は平成21年度までの調査でも遺構外で中葉以降の上器が出土

しているが、この時期の遺構と特定できるものは確認されていない。前期は、土坑 l基のみである。

前期後葉頃とみられる土器はこれまでのところ出土しておらず、本遺跡における空白期と言えるのか

もしれない。

確認された遺構の大半は縄文中期後葉～後期中葉に属し、中でも中期末葉～後期初頭と考えられる

ものが多いようである。竪穴住居跡は、今回の調査ではA区の 1棟 (中期後葉)のみであつたが、20年

度Ⅲ区(A区のすぐ北側)で これとほぼ同時期とみられる竪穴住居跡 1棟が確認されている。また、20

年度 I区 (A区より 200m程北側の小寒沢南岸)では、中期後葉～後期中葉の竪穴住居跡 5棟が確認さ

れており、この中には外周に礫を配した特殊なものがある。土坑は、墓娠や貯蔵穴と考えられるもの

が複数確認されている。なお、遺跡南西端のⅣ区では、やや古い中期中葉の竪穴住居跡 3棟が確認さ

れており、18年度調査の遺跡北東側調査区では、やや新しい後期後葉の墓壊 1基が確認されている。

縄文晩期は、20年度調査で晩期末葉の上器がごく僅かに出土 したのみであったが、今回の調査のB
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区では晩期中葉とみられる墓壊が確認され、遺構外でも土器がある程度出土している。

なお、平成18～ 21年度の調査では、後期旧石器時代の石器、縄文時代草創期の石器、弥生時代後期

の上器、古代の上器、中世の炉跡・焼土遺構と土器、近世以降の掘立柱建物跡・炭窯なども確認され

ているが、平成22年度の調査ではこれらの時代に属する遺構 。遺物は確認できなかった。

今回の調査により、若柳林道より西側の範囲は一通りすべて調査を終了したことになる。これまで

の調査で、竪穴住居跡の多くが林道付近 (前川に近い調査区の東側)で確認されており、林道より東側

の範囲にも竪穴住居跡が存在し遺跡の主体部となる可能性も十分に考えられる。この範囲については

まだ本格的な調査が行われていない。第Ⅱ章で触れた昭和時代の調査はこの東側範囲の一部で行われ

たとみられるが、詳細な調査地′ミは未確認である。今回の調査時には樹木が鬱蒼と生い茂った状況で

詳しい様子は確認できなかったが、地形的には林道西側と同様の平坦地が前川付近までもう少し続い

ているようである。本遺跡の全容解明はこの林道東側の調査成果に大きく左右されると考えられる。

今後の調査に期待したい。
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遺跡全景 (南西から)

調査区全景

写真図版 1

(南東から)

航空写真①
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A区全景 (南西から)

B・ C区全景 (北東から)
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写真図版2 航空写真②



除雪作業
(珂 ヒ東力ヽら)

調査区東側試掘状況
(北東から)

調査区東側試掘状況
(北東から)

:|■ :

411■
1轟速|

常i=

写真図版3 試掘 。遺構検出状況①
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調査区東側試掘状況
(南西から)

調査区東側遺構検出状況
(南西から)

調査区西端試掘状況
(南西から)
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写真図版4 試掘。遺構検出状況②



A区金景
(南東から)

A区東側全景
(北東から)

A区遺構検出作業
(北東から)

写真図版5 A区①
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A区北側全景
(北西から)

A区桂穴群 1

(北西から)

A区柱穴群 2
(北西から)
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写真図版6 A区②



B区全景
(南西から)

B区金景
(耳ヒカⅢら)

B区北側全景
(南西から)

写真図版7 B区①
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B区東側全景
(男ヒから)

B区遺構検出作業
(南西から)

C区全景
(南西から)
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写真図版8 B区②、C区



S1101完掘 (南から)

S101複式炉完掘 (南 から) S1101調 査風景

S1101断面 (西 から)

S1101断面 (南 から)

写真図版 9 竪穴住居跡

-75-



SF1 01検 出 (南東から) SF1 01断面 (南東から)

SN101検出 (南から) SN101断面 (南から)

SN102検出 (南西から) SN102!断臣巨(膏輔巧力Ⅲら)

SN104検出 (北から)                    SN104断 面 (南から)

写真図版 10 土器埋設遺構、焼土遺構
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SK1 01完掘 (南から)

SK101土器出土状況 (南 から) SK101土器出土状況 (南 から)

SK102号藉折](蒔 5,衆 から) SK102,断面 (南東から)

SK103完掘 (引ヒ西から) SK103断面 (司ヒ西から)

写真図版11 土坑①
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SK104完掘 (南西から) SK104断面 (南西力ゝら)

SK105;記祈ヨ (F葡 から) SK105断面 (南から)

SK106完掘 (南から) SK106断面 (南から)

SK107:需獅ヨ (南西から)
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写真図版12 土坑②

SK107断面 (南東から)



SK108完掘 (ヨヒ西力Ⅲら) SK108断面 (北西から)

SK109完掘 (南から) SK109断面 (西から)

SKl10完掘 (西から) SKl10断面 (西 から)

SKlll完掘 (西 力`ら) SKlll断面 (西から)

写真図版13 土坑③
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SKl12完掘 (耳ヒから) SKl12凶確正面 (封 ヒカゝら)

SKl13完掘 (東 から) B区検出作業 (北西から)

SKl14断面 (南 から)SKl14完掘 (南から)

SKl15完IFB(西 から) SKl15凶千F面  (F巧 から)
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写真図版 14 土坑①



SKl16完掘 (東 力ゝ ら)

SKl17完掘 (東 から) SKl17断面  (南西 力ゝ ら)

SKl18完掘  (南か ら) SKl18断面 (南 東か ら)

SK121完掘 (ヨヒ東から) SK121断面 (Jヒ東から)

写真図版 15 土坑⑤
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SK122完掘 (】ヒ東から)

ⅢⅢ■―

●・,|

SK122断面 (】 ヒ東から)

二■II´■●―オ受● ィェ
=上ゑ

SK125完掘 (】と東から) SK125断面 (封 し東から)

SK126断面 (引ビ西から)SK126完IFB(南東から)
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SK127完掘

写真図版16 上坑⑥

SK127断面 (】ヒから)



SK128完掘 (】ヒ西から) SK128断面 (北東から)

SK1 30完掘 (北東から) SK130断面 (南西から)

SK1 31完掘 (南西から) SK131断面 (南西から)

SK132完掘 (南西から) SK132】断顧百(南口町から)

写真図版17 土坑⑦
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SK133完掘 (南東から) SK133断面 (南東から)

SK134完掘 (南西から) SK134,断臣百 律胃西から)

SK135完掘 (南西から) SK135'断臣百 (膏輔巧力らら)

SK136完掘 (北から) SK136!断籐百 仰百西から)
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写真図版18 土坑③



SK137;幕〕冨

手|1霧謹彗
SK137凹 F[面  (F葡から)

SK138;需斬ヨ (封 ピから) SK1 38凶 FF面  (F菊 から)

調査スタッフ集合写真

写真図版19 土坑③
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写真図版20 縄文土器①

0          1:3         10cm



SK102

0            1:3           10m

写真図版21 縄文土器②
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写真図版22 縄文土器③

0          1:3        10cm



0         1:3        10cm

写真図版23 縄文土器④
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写真図版24 縄文土器⑤

0            1:3          10cm



18 Rキ
IIIIIIIIIIIIII!| 吼

0          1:3        10cm

写真図版25 縄文土器⑥
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写真図版26 縄文土器⑦

0            1:3           10cm



遺構外一B区

22

B32事 3

■ 52                  3
0           1:3          10cm

写真図版27 縄文土器①
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写真図版28 縄文土器③

Cm



―
|

189

90                            1

192                           93

遺構外―B区

0           1:3         10cm

写真図版29 縄文土器⑩
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13V

● 2:3        5cコ n
Al:3        10cm

m坐すすす即聖里生__雪Cm

写真図版30 石器①
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43     0      2:3     5cm

写真図版31 石器②
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写真図版32 石器③
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写真図版35



‐                                                             127
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写真図版36 石器⑦
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ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コ ー  ド ヨヒ漁早 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

大平野Ⅱ遺跡 解 繁奨対詰鰊 虚
塊拿薪写笑学鮮1_1
1ま か

03215 NE30‐2300 曖
坊
砂

曖
疹
砂

20100412

20100930

7,300r正 胆沢ダム建設事業 (大

平野地区)イこ伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大平野Ⅱ遺跡 集落跡 縄文時代

時期不明

竪穴住居跡   1棟
土坑      34基
(時期不明含む)

上器埋設遺構   1基

焼土遺構

柱穴

基
個

３

２２

縄文土器   5箱

石器    129点
石鏃    27点
尖頭器    1点
石錐    7点
石匙    26点
石箆    20点
削掻器類   29点
石核    1点
異形石器   1点
石斧    1点
敲磨器類   10点
石皿    3点
台石     3点

要 約

大平野Ⅱ遺跡は、奥州市胆沢総合支所の西約 18km、 石淵ダムの南西約 4kmに位置する。今回の調査は

第 5次調査に相当し、遺跡範囲の南西側部分を調査した。

遺構は、縄文時代中期後葉の竪穴住居跡 1棟を始めとして、土器埋設遺構、焼土遺構、土坑、柱穴など

が確認された。

遺物は、縄文土器 (早期～晩期)と 石器が出上している。
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